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ヒュームの初期覚書、1729-1740（2）
諸言と編：アーネスト・キャンベル・モスナー
翻訳：竹中久留美
第 1節　自然哲学
１.	 船はいつも、舷側が少したわむとき、もっとも早く進む。
２.	 互いに寄りかかっている二本の木は、その切り口の間隔に筋交いに置かれたそれら両方と同じだけ重みを支え
るだろう。
３.	 煆焼されたアンチモンはそれ以前よりも重い。
４.	 自然哲学がそのうちに真理を持たないということの証拠は、それが天空の神々のように離れた、あるいは光の
ように微細なものの内に継起してきたにすぎないということだ。
５.	 おそらく、鉱水は、鉱物の層を流れてくることによってではなく、これらの鉱物を形作る蒸気を吸収すること
によって作られるのであろう。
６.	 熱い鉱水は冷たいものよりすぐに沸騰しない。
７.	 冷たい水に入れられた熱い鉄は、すぐに冷たくなる。しかし、再び熱くなる。
８.	 パリではたいてい、6 月、7 月、そして 8 月にほかの 9 か月間と同じくらいの雨が降る。
９.	 それらがほとんど不愉快であり、人生の共通の効用の範囲外であるということは、医薬に対する強力な思い込
みであろう。というのは、共通の食品などの弱く不確かな効能が経験によってよく知られているからである。
これら以外は、インチキ医者のより格好の的である。
第 2節　哲学
１.	 剣闘士の見世物の残酷さにもかかわらず、ローマ人たちは人間性の多くの徴候を見せている。テーブル掛けを
盗んだために熱い鉄で奴隷を焼きつけることは、残酷さの一端とみなされた。ユウェナリス。風刺 14。
２.	 注意深く入念すぎる教育は有害である。なぜなら、（彼らの 3）その判断に代わって、他者を信頼するよう人
に教えるのだから。デュボス司祭。
３.	 ある若い人にとって、その人は彼自身を学芸や知識に応用するのだが、彼自身を世界のために鍛える緩慢さは
良いしるしである。同上。
４.	 古代人たちはしばしば、類まれな数の内にいる神について語るけれども、神の唯一性を信じることで、それを
彼らは証明しない。なぜなら、キリスト教信者は、（唯一性）悪魔についても同じ仕方で語るからである。
ベール 4。
５.	 異教徒たちの告白は、無神論者たちに反するキリスト教徒たちの告白と結び付けることはできない。なぜな
ら、神は存在し、そしてそれ以上が存在する（しない）という一つの命題を彼らは決して形作らないからであ
る。これら二つの主張は、いつも同じであった。同上。
６.	 人間は、痛みを憎む以上に快楽を愛する。同上。
７.	 人間は、悪徳である。が、悪徳を正当化する宗教を憎む。同上。
訳註
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８.	 宗教に関するすべての人の統合の中心は、第一原因があることである。その命題を増加するにつれ、非国教徒
を見出す。無神論者たち、エピキュリアンたち、偶像崇拝者たち、そういう者たちは、拡張構成、つまり第一
原因などの必然性を主張する。同上。
９.	 ジェズイットたちの哲学的罪悪を否定する者たちは、人間が彼らの罪のために永遠の処罰に値すると主張す
る。彼らは自分たち自身を教授するに決して十分な手段を持たないけれども。
10.	 無神論者たちは、明らかに良い推論と悪い推論の区別をしている。なぜ悪徳と徳の間にしないのか。ベール。
11.	 古代哲学者たちの情感について私たちが持っている説明は、十分に判明であったり首尾一貫したりしていな
い。タレスが心による世界の秩序づけを認めたということと、アナクサゴラスが初めてであったと言っている
二つの文章で、キケロは矛盾したことを言っている。
12.	 あるものによると無神論には三種類ある。1. 神の存在を否定するような人たち、それはディアゴラスやテオド
ルスのような人たちである。2. 摂理を否定する人たち、それはエピキュリアンたちやイオニア派のような人た
ちである。神性の自由意思を否定するような人たち、それはアリストテレスやストア派のような人たちであ
る。などなど。
13.	 イオニア派の情感について私たちが持っている最も確からしい説明は、あらゆるものの起原をタレスが水か
ら、アナクシマンドロスはものの無限から、アナクシメネスは空気から、アナクサゴラスは彼の同祖からと主
張したということである。ヘラクレイトスは火から異なる学派の起原を主張した。
14.	 ストラトーの無神論は、自然からの世界の起原あるいは活動を授ける物質を考えるので、古代人の最も危険な
ものである。デカルト派たちが、この無神論を論駁できるのでなければ誰もできないとベールは考えている。
15.	 ストラトー主義者は、哲学の学派すべての議論に反駁できない。ストア学派者たちについて、彼らは彼らの神
は激しく複合的であると主張し、プラトン主義者たちについては、彼らは観念が神性から判明であると主張す
る。なぜ神の資質や観念がある特定の配列を持ったのかという同様の問いは、なぜ世界が持ったのかというの
と同様の困難さである。
16.	 アプリオリな議論。必然的な実在の存在が限定されえないということは、無限の完全性の観念を先立って形成
し、彼の模範まで上り詰める決意をするある知的存在者がいるという結論にただ役立つだけである。このこと
は矛盾を含意する。ベール。
17.	 プラトンとキケロは前者と同様後者も魂の永遠性を主張した。さらに、動物のそれをも主張すべきだった。
18.	 キングによれば、病に 3 種類ある。欠乏、痛みと悪徳についての病である。最初のは、創造における欠点では
ない。なぜならば、創造物の様々な階級があるからである。
19.	 人間は、有害なものを避け、痛みによるのと同様快楽（痛み）の増加と減少によって、有用なものを探すよう
決定されてもよかった。人間は、天国では痛みを負わないと想定されている。ベール。
20.	 病の起原に関する困難を一般法の弁解によって解く人たちは、世界の創造における善性に加えて、別の動機を
想定している。
21.	 物質は、すべての種類の運動と目的に無関係である。白紙委任の魂は、すべての知覚に無関係である。それな
ら、有害な運動あるいは不愉快な知覚には何が必然なのか？宇宙が形作られたであろう多くの計画がある。現
在より良いものは何もないということはおかしなことだ。ベール。
22.	 自由は私たちが好むだけ物事を快か不快にする力に存すると、キングは言っている。
23.	 自由は、道徳的な病の適切な解法ではない。なぜならば、それは聖人と天使たちのような動機によって縛られ
てきたからである。同上。
24.	 神は、自由のない創造物の行為を喜ぶことはできない。しかし、彼はその自由の濫用を喜ぶことができるであ
ろうか。同上。
25.	 彼は、人間彼ら自身を喜ばせるために自由を与えたのか。しかし、人間はなおその上よいと決められることを
喜ぶ。同上。
26.	 あらゆる不便さの治療法は、一つの新しいものになるであろう。解答はないのである。天賦の才で計画された
著作からの比較の中に、偶然が美を見い出す。
191国際哲学研究５号 2016
27.	 結婚、交接などのつまらない偶然を考察することは、魂の不死に対する一種の反論のように思える。
28.	 学識があり洗練された国々より野蛮で無知な国々に無神論を見出すことは、人類についての普遍的な同意から
引き出された無神論に反する議論へのより強い反論である。ベール。
29.	 ローマ人の最高の至上の神性は、ジュピターではなく、スムマーヌスである。ローマ人は、彼に夜の雷が属す
ると考える。ジュピターの美しい寺院は、形勢が一転した。同上。
30.	 自由に抗する議論は、保存は連続創造であり、そしてそれゆえ、神はあらゆる新しい変容とともに魂を想像し
たはずであるということに由来する。同上。
31.	 ある原因は必然的かどうか？ある永遠的存在者にとって必然的かどうか？連続する存在者のあらゆる新しい瞬
間において必然的かどうか？動きにおいて必然的かどうか？
32.	 神は、自由を取り上げることなく、自由の濫用すべてを防ぐことができている。それゆえ、自由は困難の解法
ではない。ベール。
33.	 カルヴァンによれば、神は罪としてではなく、何か他の見解において罪を意志する。同上。
34.	 理性に反する：理性の上にある。人間の理性：神の理性。同上。
35.	 無神論の体系によって、必然性はあり得ないということをある人たちは主張する。なぜならば、それを裁定す
るための優れた何ものかなしには、問題さえ裁定され得ないからである。フェヌロン。
36.	 存在者と真理と善性は同一である。同上。
37.	 神の存在に向けた三つの証明。1. 何ものかが必然的に存在するならば、そのようであるものは無限に完全であ
る。2. 無限の観念は、ある無限な存在者から生じなければならない。3. 無限な完全性の観念は、現実的実在の
観念を含意する。同上。
38.	 脳についてのデカルト哲学を確証する注目すべき話がある。落馬で負傷したある人は、彼の人生の二十年につ
いて忘れてしまったのに、その前のことを普通よりましてやもっと生き生きとした仕方で覚えていた。
39.	 すべての儀式に実践されるべき多くのしきたりなしには、宗教は有効には自らを維持できない。それゆえ、聖
職者たちは、理由を知ることなく、道徳的務めよりこれらについてさらに厳格である。この種の隠れた天性と
いうものがあるのだ。
40.	 カドワースによれば、四種類の無神論者たちがいる。デモクリトス的すなわち原子論的、アナクシマンドロス
的すなわち物覚 5 的、ストラトン的すなわち物活的、ストア的すなわち宇宙形成的な無神論である。それらに、
ピュロン的なのと懐疑論的なのも加えていた。それから、スピノザ的すなわち形而上学的な無神論だ。誰かは
もしかしたら、化学的アナクサゴラス的すなわち化学的なものを加えるだろう 2。
（以下、「ヒュームの初期覚書（3）」へ続く。）
編注 6
１ 節と注の番号付けは、編者によるものである。（以下略。）
２ この節の最後の用紙の裏側には、ヒュームがキケロかポリュビオスのどちらかに見出したであろうエピカルモスの一文があ
る。私は、その文が哲学の記録への最後の付加であると推測する。それは以下のようである。「落ち着き続けよ、そして懐
疑的でいることを忘れるな。」
訳注
３ 取消線（－）は、原文では“crossed out”である。以下の取消線も同様である。
４ 原文では“Baile”。おそらくはピエール・ベール Pierre Bayle のこと。
５ 原文は“Hylopathian”である。 Hylopathism は、物体に知覚能力があるということをいう。
６ E.C. モスナーによる注である。注 1 後半部は、今回の訳出には直接該当しないため省略した。本翻訳（3）で、省略した部
分も含めて同注を付す予定である。
＊本翻訳は試訳であり、また続く“Section Ⅲ General”については「ヒュームの初期覚書（3）」にて訳出予定である。
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『ラクシュミー・タントラ』第 3 章訳註
三澤　祐嗣
１　はじめに
 『ラクシュミー・タントラ』（Lakṣmītantra、略号：LT）は、ヴィシュヌ派の一派であるパーンチャラートラ派の
主要な文献の一つであり、およそ 9 世紀から 12 世紀の間に編纂されたものとされる。本稿は「『ラクシュミー・タ
ントラ』第 1 章訳註」（『東洋大学大学院紀要』第 49 集、2013 年、pp. 129–150）および「『ラクシュミー・タント
ラ』第 2 章訳註」（『国際哲学研究』第 3 号、2014 年、pp. 175–186）に続くものである。第 3 章の和訳を試み、適
宜註解をつけ、その内容解明に努める。
２　凡例
１.  底 本 は Lakṣmī-tantra: A Pāñcarātra Āgama（Edited with Sanskrit gloss and introduction by V. Krishnamacharya, 
Chennai: The Adyar Library and Research centre, 1959）を使用した。
２.  翻訳に際し、Sanjukta Gupta の英訳 Lakṣmī Tantra: A Pāñcarātra Text（Delhi: Motilal Banarsidass, 2000）を参照し
た。
３.  各偈（シュローカ）は、原文、試訳の順に記し、註は文末に記した。
４.  翻訳中の〔 〕は訳者が内容を理解しやすくするために補った部分であり、（ ）は訳者による補足的な説明
である。
３　 『ラクシュミー・タントラ』第 3 章「3 つのグナから成るものの明示」
Śrīr uvāca ─
シュリーは語った。
   nityanirdoṣaniḥsīmakalyāṇaguṇaśālinī /
   ahaṃ nārāyaṇī nāma sā sattā vaiṣṇavī parā // LT 3.1
  わたしは、恒久で、汚れがなく、計り知れなく、世のためになるグナ（属性）1 を持つものであり、ナーラー
ヤニーであり、実にかの最高存在であるヴァイシュナヴィーである。
   deśāt kālāt tathā rūpāt paricchedo na me smṛtaḥ /
   saṃvittir eva me rūpaṃ sarvaiśvaryādiko guṇaḥ // LT 3.2
  空間、時間、そして形態によって限定されるとわたしが語られることはない。「知」（saṃvitti）2 のみがわたし
の形態（本質）であり、あらゆる「自在力」（aiśvarya）などはグナ（属性）である 3。
   svasvātantryavaśenaiva vibhāgas tatra vartate /
訳註
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   vijñānaiśvaryaśaktyātmā vibhāgo yaḥ sa īritaḥ // LT 3.3
  自己の意欲（svātantrya、独立性）によってのみ、〔グナの〕区別（vibhāga）は、そこに生じる 4。〔グナの〕区
別は、「知識」（vijñāna ＝ jñāna）、「自在力」（aiśvarya）、「潜在力」（śakti）から成るということ、それが言われ
た 5。
   vijñānaiśvaryaśaktīnām unmeṣas tv aparo ’dhunā /
   atarkyāyā mamodyatyā niyogānarhayā sadā // LT 3.4
   icchayānyat kṛtaṃ rūpam āsīj jñānādike trike / LT 3.5ab
  しかし、今、開眼（unmeṣa）は、「知識」（vijñāna ＝  jñāna）、「自在力」（aiśvarya）、「潜在力」（śakti）とは別
である 6。常に、推し量れない者であるわたしの自由自在な生起（創造）の意欲（icchā）によって作られた別
の形態は、「知識」（jñāna）などの 3 種の中に存在する 7。
   yathaivekṣurasaḥ svaccho guḍatvaṃ pratipadyate // LT 3.5cd
   tadvat svaccham ayaṃ jñānaṃ sattvatāṃ pratipadyate /
   rajastvaṃ ca mamaiśvaryaṃ tamastvaṃ śaktir apy uta // LT 3.6
  まさに、澄んだサトウキビの汁が糖蜜性を獲得しているように。そのように、この 8 澄んだ「知識」（jñāna）
は、サットヴァ性を獲得している。そして、わたしの「自在力」（aiśvarya）はラジャス性を、そしてまた〔わ
たしの〕「潜在力」（śakti）はタマス性を〔獲得している〕9。
   ete trayo guṇāḥ śakra traiguṇyam iti śabdyate /
   rajaḥpradhānaṃ tat sṛṣṭau traiguṇyaṃ parivartate // LT 3.7
  シャクラよ。これら 3 つのグナは、3 つのグナから成るもの（traiguṇya）10 と呼ばれる。その 3 つのグナから
成るもの（traiguṇya）は、創造において、ラジャスが第 1 のもの（優勢）となる。
   sthitau sattvapradhānaṃ tat saṃhṛtau tu tamomukham /
   ahaṃ saṃvinmayī pūrvā vyāpiny api puraṃdara // LT 3.8
  それ（3 つのグナから成るもの）は、維持において、サットヴァが第 1 のもの（優勢）に、一方、還滅におい
て、タマスが前面（優勢）に〔なる〕11。わたしは、「知」（saṃvid）からできている者であり、最初の者であ
り、遍充する者である。プランダラ（城塞の破壊者＝インドラ）よ。
   adhiṣṭhāya guṇān sṛṣṭisthitisaṃhṛtikāriṇī /
   nirguṇāpi guṇān etān adhiṣṭhāyātmavāñchayā // LT 3.9
   cakraṃ pravartayāmy ekā sṛṣṭisthityantarūpakam / LT 3.10ab
  創造・維持・還滅を行う者〔であるわたし〕は、諸々のグナを支配し、また、グナを持たない者〔であるわた
し〕は、自分の望みによって 12、これら諸々のグナを支配する 13。そして、唯一なるわたし（ラクシュミー）
は、創造、維持、還滅（終わりを形作るもの）の循環（チャクラ）14 を廻らす。
Śakraḥ ─
シャクラは〔質問した〕。
   vidhādvayaṃ samāsthāya jñānādye tu yugatraye // LT 3.10cd
 　śuddhetaravibhāgena kimarthaṃ tvaṃ pravartase /
   vidhayor anayoḥ padme saṃbandhaḥ kaḥ parasparam // LT 3.11
  さて、「知識」（jñāna）などの 3 つの組み合わせに 2 種の分類を当てはめて 15、清浄とそれ以外（不浄）との
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区分によって、あなたが顕現するのはなぜか。パドマー（蓮華）よ。これら 2 つの分類において互いに結合
（関係）するものは何か。
   etat pṛṣṭā mayā brūhi namas te padmasaṃbhave / LT 3.12abcd
  私によってこれ（問い）を尋ねられたあなたは語れ。あなたに敬礼する。パドマサンバヴァーよ。
Śrīḥ ─
シュリーは〔答えた〕。
   aniyojyaṃ mamaiśvaryam icchaiva mama kāraṇam // LT 3.12cd 
  わたしの「自在力」（aiśvarya）は抑制されないもの（aniyojya）であり、わたしの意欲こそが〔自身が顕現す
る〕原因である 16。
   muhyanty atra mahānto ’pi tattvaṃ śṛṇu tathāpi me /
   īśeśitavyabhāvena parivarte sadā hy aham // LT 3.13
  偉大な者たちもこれについて誤解している。そのような真理を私から聞け。なぜなら、支配者（īśa）と被支
配者（支配されるべき者、īśitavya）の状態として、わたしは常に顕現するからである 17。
   īśo nārāyaṇo jñeya īśatā tasya cāpy aham /
   īśitavyaṃ tu vijñeyaṃ cid acic ca puraṃdara // LT 3.14
  ナーラーヤナは支配者（īśa）であり、そして、わたしは彼にとっての支配者性（īśatā）であると知るべきであ
る。 一方、被支配者（支配されるべき者、īśitavya）とは知（cit）と無知（acit）〔の混合したもの〕であると
知るべきである 18。プランダラよ。
   cicchaktis tu parā tatra bhoktṛtāṃ pratipadyate /
   bhogyopakaraṇasthānarūpaṃ tasyā acitpadam // LT 3.15
  さて、そこにおいて、最高処である「知としてのシャクティ」（cit-śakti）は享受者性（bhoktṛtā）を獲得する。
無知（acit）の境地（pada）は、彼女の享受される（bhogya）もの（upakaraṇa）としての状態である 19。
   anādyayā samāviddhā sā cicchaktir avidyayā /
   mat pravartitayā nityaṃ cicchaktir bhoktṛtāṃ gatā // LT 3.16
   ahaṃmamatvasaṃbandhād dhy acit svenābhimanyate / LT 3.17ab
  かの「知としてのシャクティ」（cit-śakti）は、常に、わたしによって促された、始まりを持たないものである
無知（avidyā）によって影響されたもの 20 である。〔その〕「知としてのシャクティ」（cit-śakti）は享受者性に
到達する 21。なぜなら、わたし（aham）とわたしのもの（mama）という関係により、無知（acit）は、自己に
よって自己を認識するから 22。
   avidyā sā tirobhāvaṃ vidyayā yāti vai yadā // LT 3.17cd
   cicchaktir nirabhīmānā tadā madbhāvam eṣyati / LT 3.18ab
  かの無知（avidyā）が、知（vidyā）によって、まさに消滅に向かうとき、そのとき、自己の認識から離れたも
の（nirabhīmānā）である「知としてのシャクティ」（cit-śakti）は、わたしの状態にいたるであろう。
   tāṃ vidyāṃ śuddhamārgasthāṃ paravyūhādirūpiṇī // LT 3.18cd
   pravartayāmi kāruṇyāj jñānasadbhāvadarśinī / LT 3.19ab
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  最高のヴューハをはじめとするものであり、「知識」（jñāna）の本性（正しいあり方）を見るものであるわた
しは、かの知（vidyā）という清浄な道（＝創造）の段階を、 恩寵により顕現させる 23。
   rakṣyarakṣakabhāvo ’yaṃ saṃbandho vidhayor dvayoḥ // LT 3.19cd
   vidhā rakṣati śuddhādyā rakṣyate ca vidhāparā /
   etat te kathitaṃ śakra kiṃ bhūyaḥ śrotum icchasi // LT 3.20
  この守護されるものと守護するものの関係は、2 つの在り方として存在する。清浄などの在り方は守護し、そ
して、他方の（不浄などの）在り方は守護される 24〔ものである〕。これがあなたに語られた。シャクラよ。
さらにあなたは何を聞きたいのか。
Śakraḥ ─
シャクラは〔質問した〕。
   īśeśitavyabhāvena kimarthaṃ tvaṃ pravartase /
   īśitavyaṃ kiyad bhedaṃ kiṃ rūpaṃ tatra me vada // LT 3.21
  支配者（īśa）と被支配者（支配されるべき者、īśitavya）の状態として、あなたが顕現するのはなぜか。被支
配者（支配されるべき者、īśitavya）はどの程度区別され、そこではどのようなものか、わたしに語れ。
Śrī ─
シュリーは〔答えた〕。
   svabhāvo nānuyojyo ’yaṃ mama nārāyaṇasya ca /
   īśo ’ham īśitavyo na sa ca devaḥ sanātanaḥ // LT 3.22
  これは 25、わたしの自性とナーラーヤナの〔自性〕とには、関与していない。かの永遠なる神である支配者
（īśa）とわたしは、被支配者（支配されるべき者、īśitavya）ではない 26。
   īśitavyaṃ dvidhā proktaṃ cidacidvyatirekataḥ /
   cicchaktir bhoktṛrūpātra sā ca cidrūpadhāriṇī // LT 3.23
  知（cit）と無知（acit）という 2 つの違いにより、被支配者（支配されるべき者、īśitavya）は 2 種として言わ
れた。「知としてのシャクティ」（cit-śakti）は、ここでは、享受者としてであり、そしてそれが知（cit）の姿
を持つ者である。
   bhogyopakaraṇasthānair acicchaktis tridhā sthitā /
   prasarantyās tṛtīyaṃ me sā ca parva smṛtaṃ budhaiḥ // LT 3.24
  「無知としてのシャクティ」（acit-śakti）は、享受される（bhogya）もの（upakaraṇa）の状態により、3 種とし
て存在する 27。それ（「無知としてのシャクティ」）は、覚者たちによって、顕現しつつあるわたしの第 3 番目
の段階と言われる 28。
   vibhakte api te ete śaktī cidacidātmike /
   matsvācchandyavaśenaiva mama rūpe sanātane // LT 3.25
  また、まさにそのシャクティは、わたし自身の意欲（mat-svācchandya）のみに従って、知（cit）と無知（acit）
というわたしの永遠なる 2 つの形態に分割されている 29。
   cicchaktir vimalā śuddhā cinmayyānandarūpiṇī /
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   anādyavidyāviddheyam itthaṃ saṃsarati dhruvam // LT 3.26
  「知としてのシャクティ」（cit-śakti）は、汚れなきものであり、清浄であり、知（cit）からなる歓喜そのもの
である。このように、この始まりを持たない無知によって貫かれたもの（anādyavidyāviddheyam）30 は、確か
に、輪廻する。
   acicchaktir jaḍāpy evam aśuddhā pariṇāminī /
   triguṇāpi mamaivedaṃ svācchandyāt pravijṛmbhitam // LT 3.27
  また、「無知としてのシャクティ」（acit-śakti）は、同様に、理性なきものであり、不浄であり、転変するも
のであり、さらに「3 種のグナ」〔から成るもの〕である。〔しかし〕まさにわたしのこれ 31 は、自身の意欲
（svācchandya）により、伸張したもの（遍く広がったもの＝顕現したもの）である 32。
   dhūmaketur yathā dhūmaṃ dīpyamāno bhajet svayam /
 　śuddhasaṃvitsvarūpāpi bhaje sāham acidgatim // LT 3.28
  燃やされる火が、自ずから、煙〔の状態〕をとることができるように、清浄なる「知識」33 を自性とするもの
（śuddhasaṃvitsvarūpā）であるかのわたしも、無知の帰趨（acit-gati）〔の状態〕をとる 34。
   anākrāntā vikalpena śabdair apy akadarthitā /
   ādhyānopadhināpy evaṃ varte ’ham acidātmanā // LT 3.29
  このように、私は、誤謬（vikalpa）によって覆われないもの（anākrāntā）、また、諸々の言葉（śabda）によっ
て拒否されないもの（akadarthitā）35 であるが、心に想起させる（ādhyāna）拠り所（upadhi）として 36、無知
のアートマン（acit-ātman）として、展開する。
   bahirantaḥpadārthe hi citsvarūpam akhaṇḍitam /
   viśinaṣṭi tathāpy etac citrayopādhisaṃpadā // LT 3.30
  また同様に、壊れることのないこの知（cit）の本性は、様々な制限（upādhi）を持つことによって、外と内の
ものに 37、個別化する。
   svātantryam eva me hetur nānuyojyāsmi kiṃcana /
   itthaṃprabhāvām evaṃ māṃ vidan buddho bhaviṣyasi // LT 3.31
  わたしの自己の意欲（svātantrya、自己の独立性）のみが原因であり、わたしは誰かに支配される者（anuyojyā）
ではない 38。以上、このようにわたしの威光を認識しているあなたは、悟った者となるであろう。
Śakraḥ ─
シャクラは〔質問した〕。
   kathaṃ sṛjasi vai lokān sukhaduḥkhasamanvitān /
   asṛṣṭir hi varaṃ yadvā sṛṣṭir astu sukhātmikā // LT 3.32
  あなたはまさに楽と苦に満たされた世界をどうして創造するのか。創造しないことの方が良いのではないか、
もしくは楽〔のみ〕を本質とする創造〔の方が良いの〕ではないか 39。
Śrīḥ ─
シュリーは〔答えた〕。
   anādyavidyāviddhānāṃ jīvānāṃ sadasanmayam /
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   saṃcitaṃ karma saṃprekṣya miśrāṃ sṛṣṭiṃ karomy aham // LT 3.33
  始まりを持たない無知によって貫かれている（anādyavidyāviddhā）諸々の生類（jīva）によって積み上げられ
た善と悪からなる行為を観察して、わたしは（楽と苦が）混合した創造を行う。
Śakraḥ ─
シャクラは〔さらに質問した〕。
   kṣīrodasaṃbhave devi svācchandyaṃ te kathaṃ bhavet /
   karma cet samavekṣya tvaṃ vidadhāsi sukhāsukhe // LT 3.34
  乳海より生まれし女神 40 よ。もし、行為（karman）を観察して、あなたは楽と不楽（苦）を生み出すならば、
あなたに自身の意欲（svācchandya）はどのようなものとしてあるのか。
Śrī ─
シュリーは〔答えた〕。
   kurvatyā mama kāryāṇi karma tatkaraṇaṃ smṛtam /
   kartuś ca karaṇāpekṣā na svātantryavighātinī // LT 3.35
  行為（karman）は、わたしの諸々の機能を果たすものとして、その手段（動機）であると言われている。そし
て、行為者 41 と手段（動機）の関係は、意欲（svātantrya、独立性）を壊すものではない。
   niravadyā svatantrāhaṃ nānuyogapade sthitā /
   vibhaje bahudhātmānaṃ kartṛkarmakriyādinā // LT 3.36
  非の打ち所のないものであり、独立したものであるわたしは、従属する状態にない。わたしは、行為者、行
為、作用などとして、様々に自身（ātman）を分割する。
   līlāyai kāraṇaṃ nātra mṛgyam evaṃ sthiro bhava / LT 3.37ab
  遊戯（līlā）のために〔創造が行われるのであって〕、ここで原因は探求されるべきものではない。それ故、落
ち着け 42。
Śakraḥ ─
シャクラは〔語った〕。
   yadvā tadvāstu tad devi svātantryaṃ te yadīdṛśam /
   sṛṣṭiprakāram ākhyāhi namas te padmasaṃbhave // LT 3.37cdef
  女神よ。それはそのようであるが、あなたの意欲（svātantrya、独立性）が以上のようならば、創造の種類を
話せ。あなたに敬礼します。パドマサンバヴァー（＝ラクシュミー）よ。
   iti śrīpāñcarātrasāre lakṣmītantre traiguṇyaprakāśo nāma tṛtīyo ’dhyāyaḥ
  以上、パーンチャラートラ派の精髄『ラクシュミー・タントラ』における第 3 章「3 つのグナから成るものの
明示」。
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註
１ 第 2 章で示された 6 つのグナ（属性）、すなわち、（1）知識（jñāna）、（2）自在力（aiśvarya）、（3）潜在力（śakti）、（4）力
（bala）、（5）勇猛さ（vīrya）、（6）光輝（tejas）を示すと考えられる。
２ ここではシャクティの 6 つの属性の一つ、「知識」（jñāna）のことである。
３ 6 つのグナ（属性）のうち、「知識」（jñāna）が本質であり、それ以外の 5 つは付随するものということである。LT 2.26 に
おいて、「知識」は形態（rūpa）と説かれ、さらに、ラクシュミーの形態と同じ性質とされている。一方、「自在力」
（aiśvarya）などの 5 つのグナ（属性）は特質（dharma）とされ、LT 2.35 で、その「知識」からの流出（sruti）と説かれる。
Krishnamacharya による註釈では、「『知識』（jñāna）は、本性（自己の形態）を観察する特質である。一方、その他の 5 つ
のグナ（属性）は、観察された本性（自己の形態）という副次的なもの（guṇabhūta）である、という意味である」
（“svarūpanirūpako dharmaḥ jñānam. anye pañcāpi guṇāḥ nirūpitasvarūpaguṇabhūtā ity arthaḥ.” [Krishnamacharya 1959: p. 11]）と説明
される。Gupta は「シャンカラーチャーリヤは、ほとんどの場合、対象（事物）を nāmarūpa と呼ぶ。3 つの経験的な制限
は一般的に時間、場所、対象（事物）である。したがって、ここでは rūpa は一般的に対象（事物）について言及している
と推定されうる」と説明し、“rūpam”を“the essence of my being”と訳している［Gupta 2000: p. 16］。
４ Krishnamacharya による註には、「このように、区別（vibhāga）もまた、まさにわたしの意欲（icchā）によってなされること
を言って、〈自己の意欲〉（“svasvātantrya”）というのである。」（“itthaṃ vibhāgo ’pi madicchākṛta evety āha ─ svasvātantryeti.” 
[Krishnamacharya 1959: p. 11]）とある。Gupta は「ラクシュミーの完全な至高性は、ここにおいて、創造活動のあらゆる局
面における彼女の完璧な独立性を断言することによって、強調されている」と説明している［Gupta 2000: p. 16］。このよ
うに、ここでは、ラクシュミーの独立性を提唱していると解することができる。
５ この分類は LT 2.49 においても説かれ、そこでは自性（svabhāva）と呼ばれている。これらの自性は、顕現しつつある状態
で、原理（tattva）の 3 種の区分とされる。残りの 3 つ、すなわち「力」（bala）、「勇猛さ」（vīrya）、「光輝」（tejas）は、LT 
2.50 において、3 つのグナ（guṇatraya）と呼ばれ、続く LT 2.51 で、知識（jñāna）などの流出（upasarjana）とされる。
６ ここでの創造は、LT 第 2 章の開眼（unmeṣa）と呼ばれる清浄な創造とは異なるということを説明していると考えられる。
LT 2.21; 22 では、開眼（unmeṣa）とは、海から月が昇るときのように顕現しつつある状態のことであり、わたし（aham）
すなわちラクシュミーであり、ナーラーヤナのシャクティ（nārāyaṇī śaktiḥ）であり、創造のための意欲を特徴とするもので
あると説明される。Krishnamacharya の註では、「〈別である〉（“aparaḥ”）〔云々〕とは。すでに、清浄な創造において、1 つ
の開眼（unmeṣa）が言われた。今、清浄ではない性質の 3 つのグナから成るもの（traiguṇya）の創造において、開眼
（unmeṣa） は 別 も の で あ る と い う 意 味 で あ る。」（“apara iti. pūrvaṃ śuddhasṛṣṭau eka unmeṣa uktaḥ. adhunā 
aśuddhātmakatraiguṇyasṛṣṭāv anya unmeṣa ity arthaḥ.” [Krishnamacharya 1959: p. 11]）と説明される。
７ 別の形態とは、サットヴァ、ラジャス、タマスからなる「3 種のグナ」のことである。Krishnamacharya の註では、「「知識」
（jñāna）などの 3 種の形態は、サットヴァなどの 3 つから成るものとして、別様に作られたという意味である」
（“jñānāditrikarūpaṃ sattvāditrikātmanā anyathā kṛtam āsīd ity arthaḥ.” [Krishnamacharya 1959: p. 11]）と説明される。
８ “ayam”は男性形であるが、“jñānam”を修飾していると解した。
９ Krishnamacharya の註には次のようにある。「まさにそれを言って、〈そのように〉という。「知識」（jñāna）はサットヴァ
性によって、「自在力」（aiśvarya）はラジャス性によって、「潜在力」（śakti）はタマス性によって生み出される、というこ
と が 意 趣 さ れ て い る。」（“tad evāha ─ tadvad iti. jñānaṃ sattvatayā, aiśvaryaṃ rajastayā, śaktiś ca tamastayā jātam iti bhāvaḥ.” 
[Krishnamacharya 1959: p. 11]）という。このように、註釈ではサットヴァなどの「3 種のグナ」によって知識などの 3 つが
生み出されるとされるので、「3 種のグナ」は原因や構成要素のようなもとして言及されている。また、知識などが「3 種の
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グナ」の性質を獲得していることに注目すれば、サットヴァ性などは獲得されるものとして考えられる。そのため、サトウ
キビの例にも照らし合わせれば、知識などが最初から「3 種のグナ」を具備しているということであり、属性や性質のよう
なものとしても考えられる。しかし、これら「3 種のグナ」が清浄であるあるはずの最高神の 6 つのグナのうちに本来的に
備わっているのは不自然であると感じる。古典サーンキヤなどで説かれる通り、「3 種のグナ」はプラクリティに帰される
物質的なものと考えられるためである。ただし、ここでの創造は、第 2 章の清浄なる創造とは別ものであることが語られて
いるので、知識などの 3 つの状態は、6 つのグナを完全に備えた最高神の状態とは異なる（すなわちより顕現が進んだ状態）
と考えられているのかもしれない。いずれにせよ、後の偈で語られるとおりに、創造、維持、還滅の 3 つの循環に結び付け
られることを考えれば、知識などの 3 つが「3 種のグナ」の性質を有することにより、現象世界の成り立ちに関与するよう
になると考えるのが妥当であると思われる。
10 Krishnamacharya の註によると、「“traiguṇya”（3 つのグナから成るもの）とは、“cāturvarṇyam”と同じように、〔接尾辞 ya
については〕本来の意味を保持した付加字としての“ya”である。」（“traiguṇyam iti cāturvarṇyam itivat svārthe ṣyañ.” 
[Krishnamacharya 1959: p. 11]）と説明される。すなわち、“traiguṇya”とは“traiguṇa”と同様の意味ということである。接尾
辞“ya”には 3 種類の用法がある。（1）「性質」という意味として、（2）「性質」特に「専門的職業」という意味として、
（3）元の語と同じ意味として、用いられる［Abhyankar and Shukla 1977: p. 402］。ここでは 3 番目の用法である。すなわ
ち“vaiśvarūpya”は“vaiśvarūpa”と意味的に異ならないということである。Aṣṭādhyāyī 5.1.123-124 も参照。
11 ラジャスは「自在力」（aiśvarya）と結びつき世界の創造に関与し、サットヴァは「知識」（jñāna）と結びつき創造された世
界の維持に関与し、そしてタマスは「潜在力」（śakti）と結びつくことにより維持された世界が還滅することに関与する。
12 Krishnamacharya の註では、以下のように説明される。「〈自分の望みによって〉（“ātmavāñchayā”）とは。これによって、
世界の創造において、リーラー（遊戯）こそが目的（動機）であるということが言われているのである。次のように尊者
バーダラーヤナは語った。『しかし、世間と同じく、単なる遊戯（līlā）である』と」（“ātmavāñchayety anena jagatsṛṣṭyādau 
līlaiva prayojanam ity uktaṃ bhavati. yathāha bhagavān bādarāyaṇaḥ ─ “lokavat tu līlākaivalyam” iti.” [Krishnamacharya 1959: p. 
11]）。このように、注釈者は『ブラフマスートラ』 II.I.33 を引用し、最高神の意欲を遊戯（līlā）に結びつけている。
13 創造・維持・還滅を行う者（sṛṣṭisthitisaṃhṛtikāriṇī）とは、これらの循環を支配し、それらを超えた存在であることが示唆さ
れている。また、グナを持たない者（nirguṇā）とは、ここでのグナはサットヴァ、ラジャス、タマスからなる「3 種のグナ」
という物質的要素の機能を有するものであり、それを持たないということはプルシャの機能をも示唆している。
Krishnamacharya の註には、「〈また、グナを持たない者〔であるわたし〕は〉（“nirguṇāpi”）とは。すでに 6 つのグナに関し
て言われたことから、グナかを持たない（nirguṇa）という語とはサットヴァ、ラジャス、タマスの形態（性質）が混ざった
グナから離れているという意味である」（“nirguṇāpīti. pūrvaṃ ṣāḍguṇyasyoktatvāt atra nirguṇapadasya sattvarajastamorūpamiśragu
ṇarahitety arthaḥ.” [Krishnamacharya 1959: p. 11]）と説明される。これらはいずれもラクシュミーのことであり、本来ヴィシュ
ヌが持つ最高神の機能がラクシュミーに帰されているのである。
14 循環とヴィシュの持物である円盤を掛けているのであろう。
15 おそらく、「自在力」（aiśvarya）に創造とラジャスを、「知識」（jñāna）に維持とサットヴァを、「潜在力」（śakti）に還滅と
タマスを対応させていることを示していると思われる。
16 ラクシュミーは、「自在力」（aiśvarya）により、妨げられることなく、思いのままに世界を創造し、彼女が創造の意欲を起
こすことにより、世界は始まるのである。LT 2.24 には、ラクシュミーは妨げられず、抑圧されない「自在力」（aiśvarya）
が、満ちあふれていると説かれる。また、LT 2.28 において、生起する（udyatī）ラクシュミーが妨げられないのは「自在
力」（aiśvarya）のためであり、また、それは意欲（icchā）であるとも説かれる。Gupta は、「ここでの aiśvarya は、その語
がラクシュミーの本質的な性質として使用されているので、神的属性の 2 番目を意味してはいないであろう。それ故、この
コンテクストにおいて、aiśvarya は、彼女の本質を構成する 6 つの属性の集合を示している」と説明している［Gupta 2000: 
p. 16］。しかし、LT 2.28 の説を鑑みれば、この偈では単純に 6 つの属性の 2 番目である「自在力」（aiśvarya）の性質につい
て説かれていると考えることもできるであろう。
17 支配者（īśa）とは清浄な創造の段階で、ラクシュミー・ナーラーヤナの状態である。一方、被支配者（īśitavya）は不浄な
創造の段階である。Krishnamacharya による註釈においては、「清浄とそれとは別（不浄）の創造の 2 つの関係が言われて、
支配者と被支配者（支配されるべき者）という。守護されるべきものと守護するものの状態という意味である」
（“śuddhetarasṛṣṭyoḥ saṃbandha ucyate ─ īśeśitavyeti. rakṣyarakṣakabhāva ity arthaḥ.” [Krishnamacharya 1959: p. 12]）と説明される。
一方、Gupta は「最高神の本質、すなわち最高の真実（最高原理）としてのラクシュミーは、おおむね未分化のブラフマン
と同一である。次の段階において、〈最高神〉と〈彼の本質〉は、顕現した属性すなわち、ラクシュミーとナーラーヤナで
表された神的実在と最高精神として区別される。次の段階では、最高神は創造の内にあるけれども、それを超越している。
超越者としての彼は Īśa（支配者）であり、一方、内在者としての彼は支配された（宇宙）すなわち Īśitavya である」［Gupta 
2000: p. 16］と説明し、支配者（īśa）の位置づけがはっきりとしていないように思われる。
18 支配者（īśa）と支配者性（īśatā）の対応は、LT 第 2 章で説かれた清浄な創造の段階における「わたしという実在」
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（ahamartha）と「わたし性」（ahaṃtā）の関係に対応すると考えられる。そして、被支配者（īśitavya）は不浄な創造の段階
であり、知（cit）と無知（acit）の 2 種からなるのである。Gupta は「このように、同じ原理が、主観的であると同時に客
観的である世界に展開する。主観的創造としての最高の意識原理はその意識的性質を保持しているが、しかし、客観的創造
としてのそれは物質に変化する」と説明する［Gupta 2000: p. 16］。
19 被支配者は 2 種からなるのであるが、それぞれが、知（cit）：「知としてのシャクティ」（cit-śakti）＝享受者性（bhoktṛtā）、
無知（acit）：「無知としてのシャクティ」（acit-śakti）＝享受されるもの（bhogyopakaraṇa）ということである。
20 すなわち、揺さぶられたもの、促されたもの、または刺激されたものという意味である。
21 無知（avidyā）によって影響された「知としてのシャクティ」は享受者性を獲得するということ。
22 享受者として確立するには、自己とそれ以外を区別しなければならない。自己とそれ以外の区別が曖昧であれば享受者と享
受されるものの関係は成立することはできない。すなわち、享受者である主体と享受されるものである対象の関係である。
対象があるからこそそれを受け取る主体が必要であるし、逆にまた主体があるからこそ対象は成立するのである。そして、
その最初のものが「わたし」と「わたしのもの」の区別である。自己によって自己を認識するとは、すなわち、わたしであ
る主体から享受されるものとしての対象が区別されると言うことである。このような無知（acit）の機能はアハンカーラの
機能を連想させる。MBh 12.291.21 にはマハットの誕生を「知の創造」（vidyāsarga）、アハンカーラの誕生を「無知の創造」
（avidyāsarga）と説く。用語は異なるが、このようなアハンカーラのイメージを踏襲しているのかもしれない。一方、Gupta
は“That conscious element (citśakti), influenced by beginningless nescience (avidyā) which is introduced by me, becomes the enjoyer 
and, on account of its own ego-hood, identifies itself with non-conscious objects in terms of the relationship I and mine.”と訳す［Gupta 
2000: p. 16］。
23 LT 3.16–19 は前後関係が不明瞭で、内容が入り乱れている。まず知（cit）と無知（acit）、知（vidyā）と無知（avidyā）の関
係について説かれるが、その後に唐突に恩寵による顕現について語られる。Gupta は“That (absolute) knowledge present in 
the pure course (of creatoin) is introduced by me as the supreme Vyūha, ...”と訳し、「この文は混乱していて、無関係であるよう
に見えるが、最高神と彼の Śakti の究極的な本質を弟子に思い起こさせるためにここに置かれている」と説明している
［Gupta 2000: p. 16］。
24 13 偈の Krishnamacharya の註釈にある通り、守護するものは、清浄の創造の段階であり、支配者（īśa）である。一方、守
護されるものは、不浄の創造の段階であり、被支配者（īśitavya）である。
25 支配者（īśa）と被支配者（īśitavya）とが区別される状態のこと。Gupta も参照［Gupta 2000: p. 17］。
26 この文章は乱れているため、意味が判然としない。「わたしは支配者（īśa）であって、被支配者（īśitavya）ではない。かの
永遠なる神もまた」と訳すことも可能であるが、ラクシュミーであるわたしが、支配者（īśa）であるのは不自然であり、
支配者（īśa）は男性形であるから矛盾が生じる。また、「わたしは支配者（īśa）でも被支配者（支配されるべき者、
īśitavya）でもない。かの永遠なる神もまた〔同様である〕」と訳すこともできるかもしれない。Gupta も“The eternal God 
and myself do not (really possess the aspects of) Īśa or īśitavya.”と訳している。しかしこの場合、支配者（īśa）はナーラーヤナ、
支配者性（īśatā）はラクシュミーと同定される LT 3.14 の内容と矛盾してしまう。おそらくこの偈では、被支配者（īśitavya）
は、不浄な創造の段階であるため、清浄な創造の段階であるラクシュミー（わたし）とナーラーヤナは直接に関係していな
いということを意味しているのであろう。
27 LT 第 5 章では、物質的創造が 3 種類において説かれている。このことを指している可能性もある。
28 第 3 番目の段階とは何を指しているのであろうか。まず考えられるのは、1 番目は支配者（īśa）と支配者性（īśatā）、2 番目
が被支配者（īśitavya）、そして 3 番目が「知としてのシャクティ」（cit-śakti）と「無知としてのシャクティ」（acit-śakti）で
ある。あるいは LT 第 5 章の物質世界の創造の第 3 番目と関連しているかもしれない。
29 Gupta は、「これらのシャクティは、一見すると、異なるものとして認められるが、基本的にそれらはまったく同一のシャ
クティである」と説明し、第 4 章を参照するよう指示している［Gupta 2000: p. 17］。
30 おそらく不浄な創造の段階にあるものであろう。LT 3.16 も見よ。Gupta は、“Influenced by beginningless nescience it ...”と
訳す［Gupta 2000: p. 17］。
31 “idam”は中性名詞であり、何を指しているのか不明である。文法的に合わないが、知としてのシャクティか無知としての
シャクティ、あるいはシャクティそのものを挿しているのかもしれない。
32 Gupta は“... yet I voluntarily manifest myself as such.”と訳す［Gupta 2000: p. 17］。
33 saṃvid ＝ jñāna と考えられる。LT 3.2; 8 を参照。
34 Gupta は“bhajet”を“produces”、“bhaje”を“assume”と訳している［Gupta 2000: p. 17］が、両方とも「〔の状態〕をと
る」と訳した。火が自ら生み出した煙によって煙の性質を帯びるということ、そして同様に、本来清浄であるものが、不浄
なものへと変化するが、それによって、清浄であるものもまた、不浄なものの性質を帯びるということである。Krishna-
macharya による註釈では、「炎（jvalana）の本性である火（煙の印を持つもの、dhūmaketu）も、汚れた煙の性質を受け取
るように、そのように、無知（ajñāna）の自性であるわたしも、無知（acit）の状態になって、という意味である」
202 『ラクシュミー・タントラ』第 3 章訳註
（“jvalanasvabhāvo ’pi dhūmaketur yathā malinadhūmarūpatāṃ pratipadyate, tathājñānasvarūpāpy aham acidbhāvam āpadya ity arthaḥ.” 
[Krishnamacharya 1959: p. 12]）と説明されている。
35 すなわち、すべての言葉によって確証されている、ということである。
36 Krishnamacharya による註釈では、次のように説かれている。「〈心に想起させる拠り所として〉（“ādhyānopadhinā”）とは。
『わたしの意欲としての制限によって』という意味である。あるいは『瞑想の拠り所のために』という意味である。次のよ
う に 言 わ れ る。『 瞑 想 と い う 平 安 の 場 所 で あ る 』（“dhyānaviśrāmabhūmayaḥ” LT 4.24） と 」（“ādhyānopadhineti. 
madicchārūpopādhinety arthaḥ. dhyānālambanārtham iti vārthaḥ. yathā vakṣyati ─ ‘dhyānaviśrāmabhūmayaḥ’ (LT 4.24) iti.” [Krishna-
macharya 1959: pp. 12–13]）。これに関して、Gupta は、「編者は“ādhyānopadhi”に 2 つの説明を与えている。1）制限として
のわたしの意欲、2）わたしを心に描くために必要な制限。最初の方が妥当と思われる。」と説明し、“voluntarily”と訳して
いる［Gupta 2000: p. 17］。しかし、“ādhyānopadhi”には意欲というような意味は見出せず、2 番目の方が妥当と考えられ、
そのように訳した。
37 Gupta は外を無知（non-conscious）の創造、内を知（conscious）の創造に当てはめている［Gupta 2000: p. 17］。
38 おそらくこの偈は、30 偈で制限されると説かれたため、知（cit）が制限されるのであって、女神は本来的に制限されるも
のではないということを説明するために説かれているのであろう。Gupta の訳では、“Such limitations are imposed by my own 
(divine) sovereign (will) and I am subordinate to none”というように、“Such limitations”を補っている［Gupta 2000: p. 17］。
39 Krishnamacharya による註釈には、「〈創造しないこと〉（“asṛṣṭiḥ”）とは。ここにおいて「そして、慈悲（anukampā）に促
されたものは、ただ楽のみを創造すべし」という『シュローカヴァールッティカ』の言葉が思い出されるべきである」
（“asṛṣṭir iti. atra “sṛjec ca sukham evaikam anukampāpracoditaḥ” iti ślokavārttikavacanaṃ smartavyam.” [Krishnamacharya 1959: p. 
13]）と説かれる。
40 LT 1.30–32 を参照。
41 “kartṛ”について、Gupta が“a creator”と訳しているように［Gupta 2000: p. 18］、ここでの行為者とは創造者のことであろ
うか。2.46cd; 47ab において、わたし（ラクシュミー）が作者性（kartṛtva）を自らに獲得する状態がプラディユムナである
と説かれており、その作者性（kartṛtva）は創造者の性質であると考えられる。これに従えば、ここでも同様に、“kartṛ”に
創造者の性質を認めることはできるのであろうが、単純に行為者としても考えられる。
42 32 偈から 37 偈のこの一連の問答は、インド思想に横たわる根本的問題を孕んでいる。32 偈では、まず、楽と苦がある世界
をどうして創造するのか、楽のみの世界を創造するか、そうでなければ創造しなければ良いのではないか、と問われる。そ
れに対する回答として、33 偈では、善と悪があるから、楽と苦のある世界を創造するという、ある意味単なる現状説明に
すぎない回答がなされる。そこでさらに追求して、自身の意欲により創造しているのではないのか、いったいどこに自身の
意欲があるのか、自身の意欲によってではなく、創造させられているのではないかとの問いが投げかけられる。そこで、自
身の意欲は行為によって影響されることはなく、また、独立したものであり、何ものにも従属することはないと説明し、最
終的に遊戯（līlā）が原因であるとして、この問答を締めくくる。このように、清浄であり、恩寵を持つ最高神が、どうし
て苦の世界を創造するのかという問いに対する説明として、最終的に最高神の遊戯（līlā）として問答を終わらせてしまう
のである。
　キーワード
 ヒンドゥー教、インド哲学、タントラ、パーンチャラートラ派、『ラクシュミー・タントラ』
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『縁起経釈論』の「生」「老死」解釈訳註
堀内　俊郎
はじめに
　『縁起経釈論』（PSVy）という著作は、世親（ヴァスバンドゥ）による『縁起経』の註釈書という体裁を取るが、
その実、縁起とは何かという問題に対する詳細な論文である。本論に関しては松田和信による再発見といってもよ
い画期的な業績や、続く諸研究によって、地盤が固められた。本庄良文の『決定義経註』和訳による、同論との対
応の指摘も重要である。『縁起経釈論』には徳慧（グナマティ）による註釈（PSVyT）があるが、同氏がその訳註
で指示するように、『決定義経註』には『縁起経釈論』のみならず、その徳慧註と対応する箇所すら、いくつか見
られるのである。室寺義仁によるいくつかの支分に対する校訂テキストや訳註などの一連の研究も着実な進展をも
たらした。ただ、それ以降は研究が大幅には進んでいない状況にあるといってよい（先行研究の詳細については楠
本［2007］を参照。また、近年では荘［2013ab］がある）。言及があってもチベット語訳の誤読にもとづく誤解も
散見される 1。
　本稿では、そのうち、これまで取り上げられてこなかった、生と老死の解釈について訳註を提示する。「老死」
解釈のあとには『縁起経』の残りの経文に関する解釈や議論が続くが、そこは扱わない。
　ところで、本論は縁起に対するさまざまな異説や他の経典の説を引き合いに出しているため議論が複雑となって
おり、世親の本意がどこにあるかが分かりにくいということは確かである。他方、徳慧註では、十二支縁起の各支
分の解釈の最後に、それぞれの支分に対する世親による解釈の要義（piṇḍārtha）が、5、乃至、15 の観点からまと
められている。それらの要義は世親本文の一々の箇所との対応づけがなされており、一種の分段ともなっているわ
けである。本訳註ではその分段を採用し、その内容を【 】内に挙げておくこととする。
凡例
＜＞：徳慧註による補い。
〔〕： 筆者による補い。
＊： 徳慧註による「要義」が指示する世親本文の箇所（本訳註では分段のわかりやすさという観点から少し位置を
変えて（たいていは徳慧が指示するよりも前の箇所に）要義の場所を示したことが多い）。
【】： 徳慧によるその「要義」にもとづく分段。
＊： 想定サンスクリット。
+ +： AVSN に対応がある箇所（同論には相当の分量、本論に対応する箇所がある。また、本庄訳によって適切
な訳が与えられている。生や老死の同義語などについてはそれや本庄［2014: 360-361］を参考にさせていた
だいた。なお、AVSN に対応しない箇所もあり、また、『縁起経釈論』や徳慧註によって逆に AVSN の読
みが修正しうる箇所もいくつか存在する）。
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訳註
「生の分別章」
（PSVy, D47b6-, P55a2-; PSVyT, D198a1-, P238b8- 2）
　【（I）有情数（有情に含まれること）の設定 3】
 「「有を縁として生」とい（D48a）う生とは何かというと、（i）＊あれこれの有情にとっての、＜（ii）あれこれの
有情の集合（ris）における（1）生、（2）発生、（3）入〔胎〕、（4）出生、（5）出現、（6）蘊の獲得、（7）界
の獲得、（8）処の獲得、（9）諸蘊の出生、（10）命根の出現、これが生と言われる＞」
と詳細に出ているそれら〔の経句〕によっては、どのような者たちにとって〔の生であり（＝（i））〕、どこにおけ
る〔生であり（＝（ii））〕、生の特質は何か（＝（（1）～（10）））、というそのことが説かれる
　+「（i）あれこれの」とは、〔三〕界、〔五〕趣、〔四〕胎（yoni ＝四生）、〔四〕州、身体の本体の区分 4 が異なっ
ている有情たちにとっての、である +。名とその色が結合したもの 5 が、「有情（*sattva）」と言われる。なぜなら、
“ 執着の力によって結合している相続の住まいであるから 6” というのが語源解釈であるから。この「結合している
相続」と言われるものは何かというと、因果の事物が結合している相続が、「結合している相続」と言われる。こ
こで「相続」とは、連続体（breng chags）であると主張される。それはまた、相続が断絶しないことである。
　【（II）共通〔性〕（mthun pa）の設定】＊ +「（ii）あれこれの有情の集合（ris）に」とは、およそ、あるものと
類似する有情の集まり（衆同分）を指す +。
　【（III）同義語の必要性の設定】「（1）生、（2）出生」と詳細に出ているのは、＊順々に解説される 7 のが、生の
同義語である。すなわち、別の観点から説くのが適切である。
　「生とは何かというと、生であるものである」というこの語の流儀（lugs）は以前に生じていないというならば、
これは以前に生じていないのではなく、それらは以前に生じたのである。なぜなら、意図的なものだ 8 から。つま
り、同様に、他の諸の〔同義語〕にとっても、意味に区別はないと説くために。＊ + 状態の相違（viśeṣa）を説く
意味を持つのが、他の同義語である。
　【（IV）異なった状態の特質の設定】＊つまり、引かれた通りに 9、名色を始めとし、受に至るまでの間の最初の
出現 10 が、「（1）生」である。なぜなら、その時に、その有（P55b）情の衆同分（ris skal ba 'dra ba）に生まれるから。
＊生まれてから 11、名色が完成するのが、「（2）発生」である。名色が完成し〔てから〕感官（根）が欠くことな
き（*avikala）12 状態に行くのが、「（3）入〔胎〕」である。入〔胎〕してから 13、六処が、母の胎から生じて 14、
〔色などという〕対象を認識することに直面して出生するのが、「（4）出生 15」である。つまり、母胎の門から生ず
ることである。生まれた者がさらに存続すること 16 が、「（5）出現」である。
　そのようであれば、「有を縁として生」というのは、完き生（＝一生）に含まれている +。以前（前世）に引か
れた通りに、名色、乃至、受に至るまで、+ これが、異なった状態の特質（D48b）である。
　【（V）自相の設定】＊生の自相は、有情たちにとっての自己の本体（身体）の獲得（*ātmabhāvapratilambha）で
ある。その自己の本体の獲得を説くのが、「（6）蘊の獲得、（7）界の獲得、（8）処の獲得」と言われる。そのよう
であれば、有情たちの自己性（bdag nyid）は 3 種類である。なぜなら、蘊など（＝蘊・界・処）という相続に対
して有情であると想念して執着しているからである。〔蘊など〕3 つを述べたのは、“（i）単一であり（ii）身体を
持ち（iii）対象を認識するものが我（アートマン）である ” という、3 種類の我という想定（我についての 3 種類
の想定）を取り除くために。（i'）集積（rāśi）の意味が蘊の意味 17 であるので、「蘊」と述べたのは、単一のもの
が我であるという想定を取り除くためである 18。（ii'）法のみで、欠いているものが界である、というのが語源解
釈 19 であるので、「界」と述べたのは、身体を持つものが我であるという想定を取り除くためである。（iii'）眼な
どという、対象を認識するものは諸の処（āyatana）であって 20、認識する我などはまったく存在しないので、「処」
と述べたのは、第 3 の我という想定を取り除くためである（P56a）。
　【（VI）包摂の設定】＊そのように、状態と共である生の特質の異なりを詳細に説いてから、さらに簡略に説く
のが、「（9）諸蘊の出生」「（10）命根の出現」である。そのように考えれば、湿生と化生の有情たちの生の特質も
説かれたのである。そのなか、新しく生ずることが、「出生」である 21。「命根」とは、有情たちの以前（前世）の
業によって引かれた、衆同分（skal ba 'dra ba）の相続へ結合させる能力であり、それによって、その衆同分（ris 
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mthun pa）に生まれた蘊の相続 22 が活動して住する。そして、その住すること（存続）も、「命」と言われる。
　そのようであれば、要略すれば、衆同分に結生して、相続を伴っているのが、生であると説かれたのである。
　【問い】5 種類の生のうち 23、最初の生（＝（1））は、とりあえず、「有を縁として」であるということが適切で
あろうが、一方、その後の諸の〔生〕は、後のものが〔その〕後のものの縁であるのであるから、どうして「有を
縁として」と言われるのか。
　【答え】【（VII）有の縁であることの設定】＊有によって、最初の「生（＝（1））」に対して、以下のような姿を
持つ能力をあらしめ〔る。すなわち、〕その〔能力の〕特殊性によって、残りの他の〔4 つの〕状態も、後のもの
が〔その〕後のものの縁となるのである。それ（＝有）が根本であるから（D49a）、「有を縁として」と説かれる +。
　『分別〔縁起〕初勝〔法門〕経』にも、世尊によって、
 「そのように、比丘たちよ、4 種類の特質を持つ生は、（I）どのような順序で生まれるのか、（II）何が生まれ
るのか、（III）どのように生まれるのか、それが、この生の特質であると知られるべきである」
と説かれている。「4 種類の生の特質」とは、引かれた通りの（i）名色と（ii）六処と（iii）触と（iv）受の特質で
ある。
　【（VIII）順序の設定】（I'）どのような順序で生まれるのかは、＊（1'）種子を植える生 24 と、その後に、（2'）そ
れが増大する生 25 と、その後に、（3'）生まれた（*prasūta）生 26 と、その後に、（4'）増大する生 27 と、（5'）増大
してから（P56b）、享受と言語表現の能力を得る生で 28 あり、この順序で生まれるのである。
　【（IX）身体（本体、lus）の設定】（II'）生とはさらに何か（＝何が生まれるのか）というと、＊蘊・界・処が生
（生まれる）なのであって、我ではない 29。なぜかというと、蘊などが増大へと赴くからである 30。
　【（X）それが無常であることの設定】（III'）〔どのように生まれるのかというと、〕無常 31 で、命根の力によっ
て 32 であり、限りある期間住する法性（きまり）でもあるので、＊無常なものが生である 33。
　そのように解説されるものが、順に、生の 10 の同義語であると述べられる。
　【（XI）主要な縁の設定】
　【問い】「有を縁として生」と言われるここで、縁（pratyaya、ここでは有）と縁を持つもの（pratyayin、ここで
は生）の 2 つが確定と不確定であることにおいて、過失がある。つまり、もし、（A）有のみが生の縁であれば、
「3 つの機会（sthāna、出来事、条件）が集まること 34 から、母胎に子は執着する（＝入胎する）35 であろう」と出
ている経典 36 が見捨てられるであろう。（B）あるいは、生のみが〔有を〕縁〔として持つもの〕であれば、有と
なる業は、等流果にとっての因と縁ではなくなってしまうであろう 37。そして、それ（＝有となる業）を認識対象
とする心と心所の所縁縁ではなくなってしまうであろう。（C）あるいは、両方が確定であれば、2 種類〔とも〕の
過失がある。あるいは、不確定であれば、解説は無意味となろう。
　【答え】無意味とはならない。なぜなら、主要な縁を解説しているから。＊有は主要な縁に他ならない。それ
（＝有）なしには生は不可能であるから。〔それなしには〕ガンダルヴァも存在しなくなるであろう 38。3 種類の機
会がなくとも、湿生〔の者たち〕と化生の者たちと無色〔界〕の者たちには、適宜、生があるに他ならない 39
（D49b）。
「老死の分別章」（そのうち、老死解釈の部分のみ）
（PSVy, D49b1-, P56b8-, PSVyT, D202b6-, P245a3-）
　【（I）区別の設定】
 +「「生を縁として老死」と言われる老とは何かというと、＊およそ、その（1）脱毛、（2）白髪 +、＜（3）
皺が多いこと、（4）萎れること（jīrṇatā）、（5）かがむこと、（6）駝背、（7）斑点に飾られた（しみだらけの）
体躯であること、（8）ぜいぜいと息をする身体であること、（9）前屈みの身体であること、（10）杖に寄りか
かること、（11）遅鈍（dhandhatva）、（12）痴呆（mandatva）、（13）減退（hāni）、（14）衰弱（parihāṇi）、（15）
感 官 の 老 熟、（16）〔 感 官 の 〕 衰 退（nyams pa, paribheda）、（17）〔 寿 〕 行 が 古 く な る こ と、（18） 老 衰
（jarjarībhāva）である＞」
+ と詳細に出ている 18 のあり方によって、【（II）自相の設定】＊ 7 種類の変化（yongs su 'gyur ba, vipariṇāma）の
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特（P57a）質が、衰退（yongs su nyams pa, paribheda）である「老」であると説かれた。
　【（III）自相の区別の設定】［I］色が変化する特質は、（1'）髪の消滅、（2'）髪の変色 40、（3'）皮膚の縮み、（4'）
光彩の衰退 41、（5'）肉の弛緩、（6'）譬喩を伴った身体の形状の変化、（7'）〔皮膚の〕色の退化によって〔説かれ
た〕。［II］力が変化する特質は、（8'）音を伴う過度な呼吸、（9'）立つ時と（10'）行く時の両方で、倒れんばかり
になることである。［III］智慧が変化する特質は、（11'）愚鈍さによって。なぜなら、善説と悪説の諸法の意味と、
なすべきこととなされるべきではないことを知る力がないから。［IV］記憶が変化する特質は、（12'）すぐに忘れ、
記憶が明瞭でないことである。［V］性交と食事の享受の安楽が変化する特質は、（13'）男性性（puṃstva）が損な
われることと、（14'）消化する火（消化力）が弱まることによって。［VI］感官が変化する特質は、（15'）対象認識
への力が劣り、（16'）消滅することによって。［VII］寿が変化する特質は、（17'）寿行（āyuḥsaṃskāra）が死に近づ
いたことと、（18'）僅かな害 42 に堪えられないことによる +。
　『分別〔縁起〕初勝〔法門経〕』に、
 「【（IV）害（gnod pa）の設定】比丘たちよ、4 種類の生 43 の時に、変化によってなされる 5 種類の＊衰邁 44 が、
老と言われる。【（V）害の区別の設定】5 種類の衰邁の中で、［I］髪の衰邁は、（1'）脱毛と（2'）変色のゆえ
に。［II］身体の衰邁は、（3'）相貌と（4'）肉体と（5'）力と（7'）色が変化するから 45。［III］業の衰邁は、
（8'）語る時にはぜいぜいと息〔があがる〕身体であるから。（6'）立っている時には駝背 46 であるか（P57b）ら。
（9'）坐っている時には身体が前屈みになるから。（10'）行く時には杖に依るから。意についていえば、（11'）
智慧が蒙昧となることと、（12'）記憶が弱くもなるので。［IV］享受の衰邁は、（13'）生活資具の享受が弱くな
るので、そして、（D50a）（14'）遊戯具と玩具 47 を、どんなあり方でも享受できないから。そして、（15'）諸の有
色根が自分の対象に対して不明瞭に活動する、（16'）もしくは活動しないから。［V］命根の衰微は、（17'）寿
の尽きることと死に近づくことと、（18'）ごくわずかな死の縁にも堪えられないから」
と説かれている。
　それら 18 の老の同義語は、そのように説かれた、と述べられる。
 「+ 死（maraṇa）とは何かというと +、有情である者たちにとっての、あれこれの集合からの、+1）死没、（2）
死滅 +、＜（3）破壊、（4）没滅、（5）寿の喪失、（6）体温の喪失、（7）命根の滅、（8）諸蘊の放棄、（9）死、
（10）命終＞」
+ と、詳細に 10 種の同義語が出ている。
　【（I）説示の設定 48】＊「（1）死没（cyuti）」とは、その有情の集合（＝衆同分）から離れることである。「（2）
死滅」とは、死の状態である。つまり、ある者が死ぬこと、それが「（1）死没」であって、その抽象名詞（*bhāva）
が、「（2）死滅（cyavanatā）」、すなわち死没の状態である。【（II）それを確定的に示すことの設定】＊「（3）破壊」
とは、色身（色蘊）から名身（非色の四蘊＝受・想・行・識蘊）が離れることである 49。「（4）没滅」とは、まさ
にそれ（＝（3））によって 50、色身において、諸の有色根（＝眼などの根）が断絶することである 51。「（5）寿の
喪失」と「（6）体温の喪失」の両者もまた、以前（前世）に引かれた 52 住（存続）の因と、〔寿を〕扶助する食
（*āhāra）も尽きるからであると示されている +。つまり、他の経典で、
 「有情たちは食に住（依拠）している。あるいは、行（形成力）に居住している 53」
と説かれているので、2 句・2 句で、「（1）死没、（2）死滅」であると説かれた 54。
　+ このようにして、まず、命尽〔した者にとって〕、順に、（i）死と（ii）死の状態〔があるが〕、その二つが「死
（maraṇa）」であると説かれた。
　【（III）全体的な設定】他方、寿が滅びておらず命根を具えている者も、天寿を全うせずに 55（P58a）死ぬ〔ことが
ある〕。それが、＊「（7）命根の滅、（8）諸蘊 56 の放棄、（9）死」と言われ〔た。以上が死についての〕全体的な
説示である 57。
　【（IV）命根の滅の確定的な解説の設定】＊「（7）命根の滅」とは何かというと、「（10）命終（kālakriyā）」と言
われる。時の全うという意味である +。それ（＝（10））によって、前〔世〕の業によって引かれたものであり、
衆同分の（境涯を同じくする、skal ba 'dra ba）蘊の相続が住するところの時、それの終焉が「（7）命根の滅」で
あって、命根という別のもの 58 があるのではないと示された。
207国際哲学研究５号 2016
　『分別〔縁起〕初勝〔法門経〕』に、
 「比丘たちよ、4 種類の特質を持つ生において、死の（D50b）区別は 6 種類であると知られるべきである。つまり、
【（V）別の観点（*paryāya）からの残余なき死の設定】＊［I］全うした死 59、【（VI）残余ある死の設定】＊
［II］全うしていない死 60、【（VII）死〔である〕と確定的に把捉する死の設定】［III］死の自相 61、【（VIII）死
を確定的に説明する設定】＊［IV］全うしていない死の区別 62、［V］全うした死の区別 63、【（IX）危険を避
けなかったこと 64 と引発（*ākṣepa）が尽きたことの設定】［VI］非時に 65、そして〔妥当な〕時に死ぬこと 66
である。比丘たちよ、そのなか、（III'）死の自相は、身体から識が離れて滅ぶことと、諸の有色根が没するこ
とから知られるべきである」
と説かれている。それらが、それら 10 種類の、死の同義語の意味であると説かれたのである。
（PSVy, -D50b2, -P58a6, PSVyT, -D206a5, -P249a5）
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註
＊ 本研究は平成 27 年度一般財団法人仏教学術振興会研究助成による研究成果の一部である（『大藏經テキストデータベース』
に関する研究課題）。出典の比定等に際して「SAT 大正新脩大藏經テキストデータベース」（http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/
SAT/index_en.html）を活用させていただいた。
１ 後学の義務として、先行研究への敬意をもちつつ、それらについても指摘する必要があろう。こういうものはどなたかがま
とまった全訳を公表した際に正しい訳を提示されればよいだけの話であるが、内容理解に重要で、早急な修正を要するもの
もいくつかある。
　　・ 楠本［2007: 152］は、『縁起経釈論』冒頭部のある箇所（PSVy, D4a4, P4b3-4）について「彼等（Sāṃkhya 学派の者）に
よれば、生起が存在しなくても、原因・結果は存在する、と認められるのである。だが、先には無くして今ある
（abhūtvābhāva）のが「生起」であることはないのである」と訳し、同氏はその読みに基づいて、「ところで、『縁起経釈』
では、「先には無くして今あるのが生起ではない」と明言されているが」云々と述べ、この解釈は「経量部的であるとは
言えない」といい、あれこれ考察している（同 153）。
208 『縁起経釈論』の「生」「老死」解釈訳註
 しかし、原文は de dag ni skye ba med par (D pa) yang rgyu dang 'bras bu yod par 'dod kyi/ ma byung ba las byung ba skye ba yin 
par ni ma yin no// で、訳は以下の通り。「彼ら（サーンキヤ学派の者たち）は、生起がなくとも因果が存在すると主張する
のであって、もとなくして〔今〕あること（abhūtvābhāva、本無今有）が生起であると〔主張している〕のではない」。
ゆえに、ここで世親はサーンキヤが本無今有を生起であると主張しているのではないことを言っているに過ぎず、世親自
身としてはかえって〔その意味での〕経量部の本無今有論に立つに他ならないのである。それは本論の他の箇所でも明確
に見られる世親の立場である（D5b6, P6a7; D55b7, P64b8）。
 ・楠本同 240 で「行」の分別に関し、同論中（PSVy, D12b4, P13b5）の lus を las と勘違いして「業」と訳しているのは
ケアレスミスの範囲であるが、その読解が後での議論を無駄に面倒にしている（同 240-241）。Muroji［1993: 126］では正
しく訳されている。
　　・ 楠本同 159 は、『縁起経釈論』冒頭部分で『分別縁起初勝法門経』を引くなかで同経からの引用部分のある箇所を、
「‘pratītyasamutpāda’ の相は、三種である。不動（āniñja）なる縁から生ずる相…」と訳している。そこで「不動」と訳さ
れた箇所のチベット語は g-yo ba med pa だが、こういう場合のこの語の原語は福・非福・不動の一つである āniñja/ 
āneñj[y]a ではなく、nirīha が想定される。ちなみに、同経の玄奘訳では「無動作」（大正 16.840b19）。達磨笈多訳では「不
動」だが、その割註には「泥梨賀」と音写すら提示されている（大正 16.833b11）。これはこの文脈で重要な用語である。
なお、楠本同書には書評が二つあるが、こういうことは指摘されていない。特に一番目のことは重要と思われるにも関わ
らず。
　　・ 荘［2013a: 36］は「受支」の解釈の訳註の中で、reg pa ni btags pa yin te dris* 'dra ba bzhin no zhe na yang de ltar na mi ldan pa 
yin par gyur la（*DC dris; PNG ris）とある中の下線部を、「論難の如くである」と訳す。しかし、ここは北京版等に従い
ris を採り、「衆同分の如くである」と訳すべきである。衆同分は本論では（「老」の訳註を参照）skal ba 'dra ba や ris 
mthun pa と表記されるが、ris 'dra ba も文脈上、同じものを指すと見られる。その衆同分はむろん心不相応行法の一つで、
有部とは異なり経量部では実有ではなく仮有・仮法とされるもの。
　　・ 荘同 37-38 は、経典（『縁起経』）に「六処を縁として触」とあるのは主要な縁が説かれているのだとし、また、その触が
六触身（眼触、乃至、意触）であるとされていることについて、世親が「眼など〔の感官〕を通じて触が説かれたので
あって、色など〔の対象〕を通じて説かれたのではない」と述べている箇所も取り上げている（PSVy, D32a, P36a-b）。
その直後に喩例を出して、rnga sgra bzhin no とあるのが、同論文では「耳・声の如くである」と訳されている。しかし、
これは「太鼓の音の如くである」と訳される。前後の文脈であるが、徳慧は、「たとえば太鼓は原因の主要なものである
から‘太鼓の音’と述べられるが、‘ばち
0 0
の音’とは言われない、そのように。太鼓はその〔音の〕原因の主要なもので
あることも、その拠り処であるからであり、そして、共通ではない原因であるから。ばち
0 0
などは、ダマル（太鼓の一種）
などの音の原因ともなる。同様に、六処は触の縁の主要なものである」（PSVyT, D159b4-6, P192a5-7）という。
　　・ ちなみに、PSVy, D32a, P36b で de las として挙げられている経典（荘同 39-40）を、同 49 は「未比定経典」というが、
その経典は同氏がせっかく直前で比定した『覆障経』（同 38）に他ならない。
２ Cf. AVSN, 14710ff., 本庄［1986: 83ff.］, Samtani［2002: 101ff.］, AVT, P65b8ff.
３ DP ともに、徳慧による生の要義の数は 12（bcu gnyis, PSVyT, D212a6, P244a8）とあるが、実際には 11 しかない。
４ 徳慧によれば、容色の良し悪し、〔身体の〕大きさ、寿命の長さなどの異なり。
５ ming dang gzugs de 'brel pa: 徳慧によれば、名とは非色の四蘊（＝受・想・行・識）。それと結合した色とは、諸の有色根。
６ chags pa'i dbang gis 'brel pa'i rgyun gnas pas: sattva（有情）に対する語源解釈。この箇所は AVSN に対応がないが、徳慧によっ
て試みに梵語を想定してみれば、sa=chags pa, *saṅga, tt（チベット語表記では rta とあるが tta であろう）='brel pa'i rgyun, 
*sahita-saṃtāna, va=gnas pa, *vāsa あたりか。
７  徳慧によれば、第一句（＝（1））が第二句（＝（2））によって説明される、等ということ。
８ blo snga ba, *buddhipūrva（ka）．文脈は、経文は「生とは生である」と説いているが、そのような解説は無意味な同語反復
ではない、ということ。
９ 前世の業によってということ。原語 ā√kṣip は本論の所々で登場する。
10 PSVy, DP: dngos po 'byung ba, PSVyT DP: dang po byung ba: 徳 慧 に よ れ ば、 最 初 に 母 胎 の 中 に 生 ま れ る こ と。 AVSN: 
prathamodaya.
11 skyes nas, AVSN: jātasya. 生まれてから / 生まれた〔有情〕にとって。
12 徳慧は、「六処に摂せられる感官（根）」という。なお、dbang po ma tshang ba med pa は *avikalendriya が想定されるが、
AVSN では avaśiṣtendriya。
13 'phos nas: *avakrāntasya: AVSN 本 文（148.3） で は avakrāntaṣaḍāyatanasya と あ る。 そ れ は、 同 fn.3 に よ れ ば、 写 本 に は
avakrāntasya ṣaḍā と゜あるのを直したのだという。諸訳もこれに従う。だが、直す必要はない。前前註も参照。
14 bung ste: AVSN: 生じつつある者にとって。
15 abhinirvṛtti: 本庄訳が梵本を挙げて示唆しているように、これも語源解釈で、AVSN: abhimukhā, nirvṛtti。
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16 btsas phyin chad 'dug pa: 徳慧によれば、「出現（prādurbhāva）」に対する語源解釈の方規による解説。AVSN: prasavād ūrdhvaṃ 
bhāva。
17 諸訳が指摘するように、『倶舎論』「界品」20ab 偈。
18 徳慧によれば、総体として捉えること（piṇḍagrāha）が誤りであるということ。
19 chos tsam gsog: AVSN: dharma-mātra, tuccha。徳慧は、空というのと同義であるので、身体を持つものが我であるという理解
が除かれたのだという（stong zhes bya ba'i tha tshig yin pas lus can bdag yin par rtog pa bstsal ba yin no//）。
20 mig la sogs pa yul la dmigs par byed pa ni skye mched rnams yin gyi: 他方、AVSN によれば、「眼などは対象認識の処であって」
で、こちらが分かりやすい。
21 徳慧によれば結生のこと。
22 byung ste/ phung po'i rgyun 'jug cing: AVSN は、「生まれた諸の蘊が、相続をもって」。
23 AVSN にもこうある。しかし、AVSN 所釈の阿含（AVS）では 6 種類の生が説かれている（upapatti が加わっている）。
AVSN は、『縁起経釈論』をそのまま引用したためにこのような齟齬をきたしたのであろう）
24 ＝（1）。徳慧によれば、卵子と精子がカララの中に識の種子を植えること。
25 ＝（2）。徳慧によれば、結生の刹那以外で、六処に至るまで。
26 ＝（3）。徳慧によれば、母胎の門から生まれ出ること。なお、PSVy, PSVyT P: btsas pa'i skye ba, PSVy, PSVyT D: bcas pa'i skye 
ba。
27 ＝（4）。徳慧によれば、赤子の状態から、享受と言語表現をなす能力を得ないまでの間こと。
28 ＝（5）。徳慧によれば、ある縁から、享受と言語表現をなす能力があるところのもの。
29 徳慧は生の支分の解釈の末尾で「要義」を提示するに際し、この箇所を引いた後、「不生からの生起を特質とする生の身体
（本体）は、蘊・界・処である。蘊などが生なのである」という。
30 ＝（6）～（8）。
31 ＝（9）。
32 ＝（10）。
33 PSVy DP: mi rtag pa skye ba nyid skye ba yin no; PSVyT DP: mi rtag pa nyid skye ba yin no = PSVyT, D202b6, P245a1-2（「要義」で
世親本文が再び指示される中）。PSVyT に従う。
34 3 つとは、徳慧訳によれば、適切な時を具えていること（＝母の月経）、父母の二人が貪りをもって交合すること、ガンダ
ルヴァが近接すること。
35 ma'i mngal du bu chags* par 'gyur ro（*P: 'chags, D chags. PSVyT も同様）: AKBh, 121.22: mātuḥ kukṣau garbhasyāvakrāntir bhavati 
(=Dharmaskandha, Dietz ed., 36; Divyāvadāna, L.Vaidya ed., 1: purtā jāyante duhitāraś ca)。諸本に従い、入胎する、ぐらいで理解
しておく。
36 『中阿含』201 経、大正 1.769b.
37 徳慧：衆同分（skal ba 'dra ba）の因に含まれる類似の果の縁とならなくなるであろう。なぜなら、有（DP は sred だが srid
と読む）を縁として生のみであって、他はそうではないから。
38 徳慧：〔有なしには、たとえ〕2 つの機会が集まってもガンダルヴァもないであろう。「それなしには」と結びつく。それゆ
えまた、有が主要な縁であって、ガンダルヴァはそうではない。
39 徳慧：湿生と化生の者たちには、2 つの機会（sthāna）がなくとも、生がある。母が月経で（ma ni rung ba yin te/ dus dang 
ldan pa dang: Cf. AKBh 前掲箇所 : mātā kalyā 'pi bhavati ṛtumatī ca）、父母の両者が貪著して交合すること、この 2 つがなくと
も、生はある。無色〔界〕では 3 つの機会がなくとも生がある。そこでは、父母のあり方（lugs）があるのではなく、中有
もあるのではない。それゆえまた、有のみが主要な縁であることが成立する。
40 skra mdog gyur pa : AVSN, 151.4-5 では、keśavaidharmya が 2 回、 keśavaivarṇya が 1 回出る。他方、徳慧では一貫して skra 
mdog gyur pa, *keśavaivarṇya である。
41 AVSN では cyuti-paribheda とありこれまで訂正案もない（AVSN, 151.9, 本庄［1989: 86］「脱落という衰滅（?）」、Samtani
［2002: 104］: phased disintegration）が、PSVy: mdangs yongs su nyams pa と字体の類似から、*dyuti-paribheda と訂正したい。
Samtani による誤読であろう。（4）に対応するという文脈からも。
42 yo byad: 世親・徳慧ともにこうあるが、AVSN では apacāra。ここは PSVy, PSVyT が upacāra と間違えたか原文には誤って
そのようにあったのを訳したものとみて、apacāra で訳す。AVSN 当該箇所の脚註（153.n.1）を参照。
43 生の分別章を参照。
44 phongs pa, *vyasana/ vipatti. AVS 玄奘訳では「衰損」、達磨笈多訳では「衰悪」。
45 （5）と（7）に対応する。この順序は問題であったようで、徳慧は、「ここでも、順序は、「（5）かがむこと」の直後に「（7）
斑点に飾られた（しみだらけの）体躯であること」であるというこれに他ならない」と述べている。ただ、徳慧はこの老死
の分別章の冒頭では（5），（6）の順序で挙げている。世親の註釈によってもこちらの順序が支持される。
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46 gdung ma gug pa bzhin du gug por gyur pa: （6）の原語は gopānasī で、それは徳慧が経句を列挙する際には ba lang sgur po chu 
'thung ba ltar gug pa と訳されていた（PSVyT, D203a1, P245a5）。ここも原語は同じであると見て良かろう。世親は「譬喩を
伴った身体の形状の変化」というので、日本語としては猫背や駝背に相当しよう。
47 徳慧によれば、好ましい色かたち（rūpa）と接触（sparśa）のこと。
48 徳慧は「死没、死滅」としてこの要義の箇所を指示しているので、本訳註の方針からすれば＊印は直前の経文の引用箇所に
つけるべきであろうが、内容的にはここに当たるため、＊印はここにつけた。次も同じ。
49 徳慧を援用すれば（AVSN も類似する）、利益（anugraha）と損害（upaghāta）の二つを互いになすことがなくなるというこ
と。
50 諸版は以下の通り。PSVy, D: nang nyams pa nyid las（まさに没滅によって / もとづいて）, PSVy, P: nang nyams pa de nyid las
（まさにその没滅によって）, PSVyT, DP: nang nyams pa ni mdo sde de nyid las（没滅とは、その同じ経典では）
 いずれも従いがたい。そこで、nang nyams pa ni de nyid las といずれにもない読みを提示し、本文のように訳した。（3）は名
身が色身から離れることで、他方、（4）はそのことによって色身に起こることを示したものであり、両者は相関するからで
ある。
51 徳慧とともに引いておく。gzugs kyi lus la (D las) dbang po gzugs can rnams rgyun chad (D: 'chad) pa'o zhes bya ba ni shi ba' i gzugs 
kyi (P kyis) lus ni rgyu' i rjes su 'jug pa yod kyi/ mig la sogs pa'i dbang po gzugs can ni ... さて、AVSN は徳慧とよく一致するが、
そこでは、mṛtasya rūpakāyendriyāṇāṃ cakṣurādīnām ... とある（154.5）。これに対する訂正案もないままであったが、徳慧の
gzugs kyi lus la と文脈に基づき、rūpakāye indriyāṇāṃ（連声の規則は措く）と訂正する。色身＝身体は存続するが、感官は
断絶するということ。
 さらにその内容についてであるが、徳慧によれば、「死んだ色身は原因の相続がある（rgyu'i rjes su 'jug pa yod ≒遺体として
存続する）が、眼などの有色根はあらゆるあり方で断絶する」ということ。ちなみに、AVSN, 154.6-7 は sarveṇa sarvam 
ucchidyate tadānīm iti kṛtvā dvividhasthitihetoḥ parikṣayaṃ ... となっており、これまで訂正案もなく、これらの文は（5）（6）の
説明と見られ、混乱をきたしていた。しかし、iti kṛtvā の後にダンダを置き、ダンダの前までがこの（3）（4）の説明で、ダ
ンダの後からが（5）（6）の説明と見るべきである。
52 徳慧は、その（人の）生は以前（前世）の業によって引かれたものであるから、という。
53 PSVy: zas ni sems can gnas pa' i tshe na zas gnas pa 'ang de bzhin no: 直訳すれば「食は、有情が住する時には、食に住している
こともまた、同様である」。しかし、出典と見られる Saṅgītiparyāya (Kusum Mittal ed., 1968, Berlin), I.3b: āhārasthitayaḥ (sat)
vāḥ atha sa(ṃ)sk(ā)rasth(ā)y(inaḥ) に基づいて本文のように訳した。徳慧も、世親に引用されたこの経典を引用する際には、お
そらく後半部であろうが、「『行（saṃskāra）に住していることもまた、同様である（'du byed gnas pa 'ang de bzhin no）』とは、
寿行（*āyuḥsaṃskāra）に住しているという意味である」としている。二回目の zas は 'du byed とすべきなのであろう。そし
て、「食に住している」が（6）に相当し、「行に住している」は、寿行に住しているということであるので、（5）に相当す
ると見られる。
54 徳慧によれば、（1）が、（3）（4）によって、（2）が、（5）（6）によって説かれたということ。
55 徳慧が引用する際には glo bur du（突然に）と訳されて引用され、「いきなりにであって順次にではない（cig car yin gyi rim 
gyis ma yin pa'o）」と註釈されている。これについては Samtani により、sahasāmṛtyu=akālamṛtyu=antarāmṛtyu と説明されてお
り、『倶舎論』「根品」45 偈が指示されている（AVSN, 155.fn.2）。非時の死、中夭のこと。
56 徳慧によれば「衆同分における境涯を同じくする蘊（ris mthun par skal ba 'dra ba'i phung po）」。
57 mdor: AVSN: saṃkṣepena. 徳慧によれば、命根が滅した者と、命根を具えている者も、ということ。
58 don gzhan, *arthāntara、仮有ではない実有のものということ。
59 rdzogs par shi ba: 玄奘訳：「究竟死」、達磨笈多訳：「尽竟死」。徳慧によれば残余なき死（lhag ma ma lus par shi ba）。寿（āyus）
の残余がない、天寿を全うした、ということ。
 ＝（1）。徳慧による経句との対応づけ。以下同様。徳慧は、衆同分の類似の境涯と離れることがあれば残余なき死なので
あって、残余を伴っているのではない、という。
60 ＝（2）。
61 ＝（3）（4）。
62 ＝（5）（6）。（2）に関連する。
63 ＝（7）（8）。（1）に関連する。
64 ya nga ba ma spangs pa: Cf. Mvy, 6957: viṣamāparihāra.
65 ＝（9）。
66 ＝（10）。
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(1)哲学の国際化・グローパル化に関する全体シンポジウムの開催
グローバル化の中で未来の方向'性を失い混迷を極めている現代社会のなかで、哲学の観点から人間や社会のあり
方を根源から考察し、地球社会の適切な進路を見出すべく問題解決型の哲学研究を推進することが本センターの設
立目的の一つであった。それを果たすべく、センター全体としては、「哲学の国際化」を統一テーマとし、「哲学の
国際化は可能かJ(平成23年度)、「グローパルな現実に向きあう哲学J(平成24年度)、「国際化とは何をすること
なのか~東洋大学国際哲学研究センターの「これまでとこれからJ-J (平成26年度)、 i22世紀の世界哲学に向
けてJ(平成27年度)と題する全体シンポジウムを開催し、各ユニットを中心とした国内外の研究者が研究成果を
持ち寄り、討論を行い、問題意識を深めていった。その結果、国際化やグローパル化といっても土着性なしの世界
化であるグローパリズムではなく、文化の違いを土台にしながら、それぞれの文化が個性を保ちながら交流するこ
と、すなわち、自分達自身の文化に根づいた国際化が必要であるという視点を現代社会に対して発信しえたという
点が、大きな成果であった。その成果は『国際哲学研究.11、2、4、5号に掲載している。
(2)第1ユニット:近代日本の哲学、特に井上円了の哲学の国際的な研究と発信
第1ユニットは、井上円了の思想を中心とした近代日本哲学の解明を中心的な課題に掲げ、その国際的な研究と
発信を目指してきた。そのため、 2014年3月末までに、明治期の思想家をテーマにした研究会を計22回開催した。
これらの研究活動の成果をもとに、 2014年4月より連続研究会「明治期における人間観と世界観」という連続研
究会を計10回開催した。この研究会を通じて、江戸期の先進性と明治期の革新性を明らかにすることができた。
この研究成果は市販の書籍『近代化と伝統の間一明治期の人間観と世界観』にまとめられ、 1月末に刊行された。
また東アジアにおける近代仏教の問題を国際的な視点で解明するために、韓国・東国大学校と研究協定を結び、
共同セミナーを日本で計2回開催し、韓国でも計2回目のセミナーを開催した。協定により国際的な研究ネット
ワーク基盤が形成され、グローパルな視野に立った東アジア思想研究が推進された。
さらに日本とフランス・ストラスプール大学を WEBで結んで開催された WEB講演会は、ストラスプール大学
の正規の授業の一環として行われた。講演による国際的な研究の発信であるとともに、 WEBを使用した国際的な
連携の中で教育活動を行う実践となった。
その他、国際学会(於香港)での井上円了についてのパネルセッションの開催、井上円了データベースの作成な
ど、国内外への情報発信に努めた。
また、第1ユニットの研究活動の一環としてセンター内に国際井上円了学会を設立し、計4回の学術大会を開催
した。ドイツ、アメリカ、中国、メキシコから研究者を招き、シンポジウムや招待講演を行った。また、日本、ア
メリカ、 ドイツ、スイスの研究者が発表する研究発表も行った。さらに、フランス、アメリカ、ハンガリーで海外
研究集会を開催し、国際的な研究体制の構築を目指した。これらの成果は、オンラインジャーナル『国際井上円了
研究.11-4号に掲載され、日本語と英語の二言語で全世界に向けて公開されている。
これまでの研究で達成された大きな点として、国際井上円了学会の設立とそれによる国際的なネットワークの構
築とその運営、東国大学校との研究協定、 WEBを使用した国際的な教育活動の実践が挙げられる。こうした活動
により、国際的な研究と教育の基盤が構築された。
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(3)第2ユニット:東西哲学を貫く方法論に関する研究ならびに実践的課題としての「ポス
ト福島の哲学J研究
第2ユニットは、普遍性と個別性という 2つのアプローチから、東西哲学・宗教を貫く世界哲学の方法論研究と
いう課題に取り組んできた。それらは3つの研究に集約される。
(a)方法論研究
方法論研究は3つに分類される。①哲学を中心とする個別専攻領域における方法論についての研究(研究会)
は、理論的基盤を担うものである。それぞれの個別研究から普遍性へのアプローチが行われた。研究は27固に上
り、方法論という大きなテーマの元、様々な議論の場を提供し続けてきたことこそに大きな意義がある。②哲学的
基本概念と立場についての国際的共有 (WEB国際会議)は、物質的基盤を担うものである。日本を含む二拠点も
しくは三拠点をインターネットでつなぎ、同時通訳・逐次通訳を活用し、直接的な哲学的な議論を交わすWEB国
際会議は、あらゆる場所の制約を超えて行われる不断の哲学議論の場を提供し、大きな成功を収めた。③人文系学
問内での別個な専攻領域間の技法共有化の方法として、クロスセクションの技法の開発を行った。普遍的方法論の
開発は、有機的なネットワークと新たな学問体系を形作ることができるが、その第l歩として、中国文学、インド
哲学、西洋哲学をモデルケースとした近接領域で、の議論の場を持った。他領域との連携により、互いに欠如してい
ることを補い合い、方法の安定性と論理的妥当性の担保を行うことが可能となるのである。これら 3つの成果は、
市販の書籍『越境する哲学一体系と方法を求めて』としてまとめられた。
(b)ポスト福島の哲学=来たるべきフクシマの哲学
2011年3月の東日本大震災とりわけ東京電力福島第一原子力発電所の過酷事故により我々を取り巻く環境は一
変してしまった。すなわち、目に見ることも、喚ぐことも、聞くこともできない危機に対して我々がどう立ち向
かっていくのか、そしてそれらを哲学的にどのように考えていくのかという新たな課題に立ち向かっていかなけれ
ばならないということである。そこで第2ユニットが主体となり、「ポスト福島の哲学」というテーマのもとに、
WEB国際会議や圏内外の研究者および実践に携わる関係者らを招いた研究会等、継続的な研究を計14回に渡っ
て行ってきた。研究者らがそれぞれの知を持ち寄り、議論するだけでなく、実践に携わる関係者を招いての研究会
を行い、我々が直面している事態の深刻さが浮き彫りになると共に、哲学の研究者と実践活動家たちが互いに協力
して努力しなければならないということが明確になった。そして、具体的な提言を行うだけでなく、実践活動の成
果、問題点を受け取りながら、哲学的議論を行い、それを実践活動にフィードバックして活かすという問題解決型
の実践的哲学の構築を行ってきたことが、この研究の大きな成果である。すなわち、「ポスト福島の哲学」とは、
哲学的方法論を具体的な実践に適用させた理論と実践の往復運動なのである。そして、これらの成果は市販の書籍
『ポストフクシマの哲学一原発のない世界のために』としてまとめられ、 8月に刊行された。
(c) <法〉概念研究
〈法〉概念研究は、その普遍性と多様性という点から、方法論研究にとって重要な位置を占めるものである。こ
の研究は、 2011年度のインド古代法の研究からスタートした。 2011年度には、〈法〉そのものの形態と機能の諸相
を時間的・空間的に広くとらえて提示することを課題とし、第l回シンポジウムが開催された。そこでは、古代ギ
リシア、イスラーム、インド、中園、そして仏教思想における〈法〉概念が具体的な事例によって示され、相互の
理解を深めることができた。 2015年度の第2回目では〈法〉の動的なありかたに着目し、社会の近代化と法の変
容を問題とした。異なる法系が継受され、変容・定着するプロセスを東欧、アジア、南米の事例に探り、それらを
抽象的に理論化する研究がなされた。方法論を個別課題へと適用させたものである「法」概念の研究は、時代、地
域、そして研究分野を越えた議論の場を作り、多角的な方法論の展開を切り拓いたのである。そしてこれらの成果
は2冊の『国際哲学研究』別冊としてまとめられた。
(4)第3ユニット:多文化共生に関する研究会、海外研究集会、国際シンポジウムの開催。
多文化共生社会の思想基盤研究を行う第3ユニットでは、文献研究と国内外での実地調査の両面から、多文化社
会の現状把握と多文化「共生J社会へ向けての課題や問題点を浮き彫りにし、新たな哲学の構築へ向けての提言を
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行ってきた。
(a) Iイラン・イスラームとの対話」と題するイランとの共同研究を行った。 2012年度はイランから 4名の宗教
者・哲学者、圏内から 5名の研究者を招き、国際シンポジウムを開催した。翌年はわれわれの倶IJからイラン・アカ
デミーサイエンスを訪問し、東洋と西洋の概念の再検討を課題とするシンポジウムを開催した。 2014年度は特に
井筒俊彦の共生哲学をテーマとし、イランから4名の宗教者・哲学者を招き、国際シンポジウムを開催した。 2015
年度もイランを訪問し、シンポジウムを開催した。それにより、従来の西洋/東洋という対立枠を解体し、それら
を媒介するものとしてのイランという新しい視座から、共生思想への提言を行うことができた。
(b) I宗教聞の共生は可能かjをテーマとし、キリスト教、仏教、神道、修験道、ヒンドゥー教、ジャイナ教の
複数の研究者が提題をする研究会・シンポジウムを 21回開催した。特に、各宗教に通底するものとしての「膜想」
という方法にも着目し、心身の健康や共生に対する膜想という平和的手段の効果や意義についての研究を蓄積し
た。その成果は『国際哲学研究別冊j6としてまとめられた。
(c)多文化・多宗教の相剤の実態調査と共生への可能性を探るべく、海外実地調査を行った。昨今「幸福の国J
として喧伝されているブータンであるが、メディアで喧伝されているものと異なった実情を実地見聞し、また、現
地の高僧と研究集会を持つことができた。ミャンマー、タイ、アメリカでは現地の膜想センターや寺院を調査し、
関係者にヒアリング調査を行った。
(d)その他、哲学プロパーの観点から、精神と身体の共生、自然との共生、伝統と現代との共生等をテーマと
した研究会を 18囲重ねてきた。
特に今まで等閑視されてきたイランとの共同研究は他に類を見ないものであり、その成果は『国際哲学研究別
冊j3、7として結実した。日本語、英語、フランス語、ベルシア語の論考とその和訳を含むものである。また、
国内外の複数の宗教の研究者が共生に関する問題意識を持ち提言を行ってきたことにより、所期の目的であった多
文化共生社会の思想基盤研究の研究拠点としての役割を果たすことができた。
それらの成果は『宗教の壁を乗り越える一多文化共生社会への思想的基盤』として公刊した。
く優れた成果があがった点>
海外から計38名の研究者を招き、哲学研究の国際的研究拠点の役割を果たした。
国際井上円了学会の設立、『国際井上円了研究』の公刊によって、国際的な研究基盤が形成され、国際的な視野
で捉えられた井上円了の姿が明らかにされた。具体的には、井上円了が中国の近代化に大きな影響を与えたこと
や、西洋哲学とは異なる新たな哲学の枠組み構築したことなどが明らかになった。
東国大学校との共同セミナーを通じ、日韓の研究者が協働し、近代東アジアの仏教の様相が明らかにされた。日
韓の研究者の相Eの視点を持ち寄ることによって、互いに欠けていた観点が発見され、研究が補完されることに
なった。それにより、従来にない視点による新たな研究の可能性が深まることとなった。
継続的にWEB国際会議を聞くことにより方法論が蓄積され、インターネットを用いた哲学議論の場を作るとい
う新たなネットワーク形成の道を聞いた。
多文化共生の問題を正面から取り上げ、各宗教や哲学思想の数十名の研究者の観点から、現状と課題に関する問
題提起や研究成果を得ることができた。その成果は『国際哲学研究』別冊3、5、6、7の4冊として結実した。
今までの研究成果をまとめ、一般向けの書籍として計4冊の刊行を行った。
①『近代化と伝統の間一明治期の人間観と世界観j(2016年1月、教育評論杜):連続研究会「明治期における人
間観と世界観」を通じて、近世末期の日本の先進性が明らかにされるとともに、明治期に入ってきた西洋哲学が
伝統を活性化させながら新たなパラダイムを切り開いたことが明らかにされ、この成果をまとめたもの。
②『越境する哲学一体系と方法を求めてj(2015年1月、春風社):普遍的な方法論の研究成果をまとめたもの。
③『ポストフクシマの哲学一一原発のない世界のためにj(2015年8月、明石書庖): Iポスト福島の哲学」の研究
成果として、哲学者と実践的活動者の両者からのアプローチが試みられている。
④『宗教の壁を乗り越えるー多文化共生社会への思想的基盤J(2016年1月、ノンブル社):宗教の問題を中心に、
多文化共生に関する 5年の研究成果をとりまとめた書籍。
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嚢報
東洋大学国際哲学研究センター 2015年度研究成果概要
(2016年 1月1日現在)
研究プロジェクトの概要及び研究組織
概要
国際哲学研究センターは2011年5月末に「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」として採択され同年7月1
日に正式に発足しました。その趣旨として私たちは以下のことを掲げております。
「グローパル化が進み、価値観の多様化とともに、未来への方向性を見極めかねている現代社会にあって、人間
と社会のあり方を根源的に問い直す哲学的探究が求められています。本センターはこの地球的課題に応えるために
哲学研究の国際的ネットワークを形成し、井上円了哲学の現代的役割を国際的に発信するとともに、東西思想の差
異するところを踏まえつつ世界的連携を創出することを目指します。J
そして次の三つのユニットをつくりました。
①第1ユニットは、明治以降の日本思想、特に本学の創立者である井上円了の哲学を全世界的に発信します。
そのために円了哲学を深めるとともに国際井上円了学会の設立に向けての研究事業を推進します。
②第2ユニットは、三つのユニットを理論的かつ実践的な手立てで方法論的に支えるとともに、世界的に共有
可能な諸学の基盤をなす新たな「普遍的方法論」の構築を目指します。実践的課題としては「ポスト福島の
哲学」を設定しております。
③第3ユニットは、不安定な相対主義とそれの裏腹である一極主義の浸透により争乱と混乱のうちにある現代
社会に対して「共生」を鍵に東洋的思想の特質を積極的に取りだしつつ、単なる多様性 (variety)ではな
く別個性 (diversity)を乗り越える新しい世界観を提示すべく努めます。
本センターのあゆみ
2015年4月22日
5月7日
5月9日
5月23日
5月30日
6月13日
6月20日
第5回総会
第3ユニット連続研究会「多文化共生を考えるJ第5回目:橋本泰元 (IRCP)
「異宗教聞の(境界〉と(共生)J、永井晋 (IRCP)r共生の形而上学」
第3ユニット書籍「多文化共生を考える」のための座談会:[司会]菊地章太
(IRCP)、[鼎談者]末木文美士(国際日本文化研究センター名誉教授)、斎藤明
(東京大学、 IRCP客員研究員)、鎌田東二(京都大学、 IRCP客員研究員)
第3ユニット新実在論研究会①:長島隆 (IRCP)r新実在論の運動について
ーモーリス・フエラーリ、マルクス・ガプリエル、そして分析哲学-J、中島新
(一橋大学大学院博士課程)rシェリングとマルクス・ガブリエル一新実在論を
巡って-J
第2ユニット「哲学史のドクサを問う一〈合理論と経験論〉の再検討一」連続研
究会①:藤坂大佑(東洋大学大学院博士後期課程)rジ、エイムズの思想展開にお
ける「合理論・経験論」の対立軸の考察」
第1ユニット「比較思想学会共催シンポジウムー近代東アジアにおける西洋哲学
の受容と展開」
第2ユニット「哲学史のドクサを問う一〈合理論と経験論〉の再検討一」連続研
究会②:笠松和也(東京大学大学院博士課程)r経験と理性の間で一一スピノザ、
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6月20日
哲学における「目的」と「欲求J
第3ユニットシンポジウム「多文化共生を考えるJ: i多元的価値社会と徳倫理再
生の試み一多元的価値観に基づく社会で、共通の徳、倫理的規範を考えることは
可能か?-J
6月26日-7月3日第3ユニット海外研究:i国際サンスクリット学会参加ならびに、タイ・ダンマ
カーヤとの多文化共生共同研究J
7月7日
7月1日
7月20日
8月1日
8月1日
8月26日
第2ユニット「ポスト福島の哲学」研究会:オパーグ・アンドリュー (IRCP)
「自然災害と予知不可能な死:私たち自身の死について考えるためのよい方法は
あるのかj
東洋大学国際哲学研究センター・東国大学校仏教大学共同研究「近代における日
韓両国仏教の変遷」第3回セミナー
第2ユニット「哲学史のドクサを問う一〈合理論と経験論〉の再検討一」連続研
究会③:寅野遼 (IRCP，PRA) i真理と歴史ースピノザ『神学・政治論』第7章
における「聖書解釈の真なる方法」について一」
第2ユニット方法論研究会 i種の論理」の可能性J:黒田昭信(ストラスプール
大学、 IRCP客員研究員)i集合的個体概念の論理的分析一「種の論理」の問題群
の明確化のために-J、立花史(早稲田大学)i死の時代」の学芸共和国一一詩
の翻訳と読解における田遣の社会存在論J、特定質問:合田正人(明治大学)
第3ユニット「シェリング・シンポジウム」
第lユニットワークショップ「江戸期における漢学者たちの人間観の特色一中国
との比較-J
8月 『ポストフクシマの哲学一原発のない世界のために』刊行
9月11-9月17日 第3ユニット海外研究:iイランとの共同研究ならびに多文化共生現地調査」
9月13日 国際井上円了学会第4回学術大会
9月19日
10月3日
10月10日
10月17日
10月26日
1月7日
1月14日
1月19日
東洋大学国際哲学研究センター共催日仏合同研究会:iデカルト:形而上学と道
徳一村上勝三の退職を記念して」
第3ユニットシンポジウム「第2回眠想シンポジウムー精神性に与える膜想の効
果」
全体国際シンポジウム i22世紀の世界哲学に向けてJ
第2ユニット方法論連続研究会「現象学の方法論および学問論一学際的哲学研究
としての間文化哲学の展開に向けて-J第l回:山口一郎(東洋大学客員教授、
IRCP客員研究員)i学際的哲学としての神経現象学の方法論J
第2ユニット「哲学史のドクサを問う一〈合理論と経験論〉の再検討-J連続研
究会④:渡辺博之(東洋大学非常勤講師、 IRCP客員研究員)iスピノザにおける
「合理主義Jと「経験Jについて」、竹中久留美(東洋大学非常勤講師)iないj
という指摘の視点ーヒュームの場合一」
第2ユニット方法論研究会フランス出張報告:大西克智(熊本大学、 IRCP客員
研究員)i連続と断絶一日仏コロック:La Morale de la metaphysiq ueを終え
て一」、村上勝三 (IRCP)iデカルト形而上学と道徳の基礎[要旨]
M岳taphysiquede Descartes et le fondement de la moraleJ 
第2ユニット「ポスト福島の哲学J講演会:加藤典洋(早稲田大学名誉教授)
「フィードパックと生体系、コンテインジェンシー、リスクと贈与一一『人類が
永遠に続くのではないとしたら』、次の間いへの手がかり」
東洋大学国際哲学研究センター・東国大学校仏教大学共同研究、第4回セミナー
1月 『越境する哲学一体系と方法を求めて』刊行
12月5日 第2ユニット方法論連続研究会「現象学の方法論および学問論一学際的哲学研究
としての間文化哲学の展開に向けて一」第2回:武藤伸司(東京女子体育大学、
IRCP客員研究員)r現象学的研究の方法論のーっとしての本質直観について」、
稲垣諭(自治医科大学、 IRCP客員研究員)r臨床経験と現象学という方法(1)J 
第3ユニット国際シンポジウム「グローバル化時代の哲学J
第2ユニット「哲学史のドクサを問う一〈合理論と経験論〉の再検討-J連続研
究会⑤:野村智清(東京大学)r大陸合理性とイギリス経験論ーアノマリーとし
てのアイルランド哲学」、大野岳史 (IRCP)nポール・ロワイヤル倫理学』の観
念論における感覚と想像」
2016年1月23日 第2ユニット方法論連続研究会「現象学の方法論および学問論一学際的哲学研究
としての間文化哲学の展開に向けて-J第3回:武内大 (IRCP客員研究員)r魔
術的想像力の現象学」
12月1日
12月12日
l月26日 第2ユニット「哲学史のドクサを問う一〈合理論と経験論〉の再検討一」連続研
究会⑥:藤坂大佑、笠松和也、寅野遼、竹中久留美、渡辺博之、大野岳史、野村
智清 rOurNext Steps (Our Next Step) J 
『宗教の壁を乗り越える一多文化共生社会への思想的基盤』刊行
『近代化と伝統の間一明治期の人間観と世界観』刊行
ニューズレター(日・英)Vol. 10刊行
『国際哲学研究』別冊7号刊行
『国際哲学研究』別冊8号刊行
『国際哲学研究j5号刊行
『国際井上円了研究』第4号刊行
???????????????
研究組織
研究員・研究助手・ RA
[第1ユニット}
竹村牧男、相楽勉食、小路口聡O、岩井昌悟O、伊吹敦、三浦節夫、柴田隆行
[第2ユニット]
村上勝三女、野間信幸、河本英夫、沼田一郎O、坂井多穂子O、清水高志、大野岳史、
オパーグ・アンドリュー
[第3ユニット]
長島隆O、永井晋0、山口しのぶ、橋本泰元、渡辺章悟食、朝倉輝一、菊地章太、曽田長人、下回好行
(宮崎=センター 長 女=副センター長 。=プロジ‘ェクトリーダー 0=副プロジェクトリーダー)
I研究助手]
白井雅人、三津祐嗣、堀内俊郎
[プロジ司エクト・リサーチ・アシスタント}
寅野遼、藤井明
客員研究員 (50音順)
アグステイン・ハシント=サパラ(ミチヨアカン大学院大学)、石田安実(お茶の水女子大学特任准教授)、出野
尚紀(東洋学研究所客員研究員)、伊東多佳子(富山大学准教授)、稲垣諭(自治医科大学教授)、井上忠男(学
校法人日本赤十字学閤常務理事)、大西克智(熊本大学准教授)、岡田正彦(天理大学教授)、小野純一(東洋大
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学非常勤講師)、鎌田東二(京都大学教授)、黒田昭信(ストラスプール大学准教授)、ケネス・田中(武蔵野大
学教授)、小坂田継(日本大学名誉教授)、呉震(復旦大学教授)、コプフ・ゲレオン(ルーター大学教授)、斎藤
明(東京大学教授)、佐藤厚(専修大学特任教授)、鈴木泉(東京大学准教授)、武内大(東洋大学非常勤講師)、
津崎良典(筑波大学人文社会系准教授)、土屋俊(大学評価・学位授与機構教授)、都馬バイカル(桜美林大学准
教授)、西村玲(公益財団法人中村元東方研究所専任研究員)、フレデリツク・ジラール(フランス極東学院教
授)、マルクス・ガブリエル(ボン大学教授)、宮本久義(東洋大学客員教授)、武藤伸司(東京女子体育大学講
師)、村松聡(早稲田大学教授)、山口一郎(東洋大学客員教授)、山口祐弘(元東京理科大学教授)、吉田公平
(東洋大学名誉教授)、ライナ・シュルツァ(テュービンゲン大学研究員)、渡辺博之(東洋大学非常勤講師)
評価委員 (50音順)
浅野清(東洋大学教授)
加藤尚武(京都大学名誉教授、鳥取環境大学名誉学長)
クラウス・リーゼンフーパー(上智大学名誉教授)
高山守(東京大学名誉教授)
研究成果の概要 (2016年 1月1日現在。それ以降のものは予定)
[シンポジウム1
1.シンポジウム「多文化共生を考えるJ: 1多元的価値社会と徳倫理再生の試み一多元的価値観に基づく社会で、
共通の徳、倫理的規範を考えることは可能か?一J(東洋大学白山キャンパス 5号館l階5102教室、 2015年6
月20日)
村松聡(早稲田大学文学学術院)1ーリベラリズムの寛容さ(クレメニテイア)では解決できない問題の提
起一j
岩田宝ー(早稲田大学文学学術院)1倫理的知の可能性一ソクラテスとアリストテレス-J
堀内俊郎 (IRCP研究助手)1無我に基づく共生の哲学一初期仏教からみた他者や他宗教との共生一」
吉村均((公財)中村元東方研究所・専任研究員、東洋大学非常勤講師)1空の理解と対話→云統仏教からみた
憲法十七条の「和」の精神」
山口一郎「フッサール現象学からみた徳の概念」
司会:堀内俊郎
2. 1シェリング・シンポジウムJ(東洋大学白山キャンパス6号館4階6406教室、 2015年8月1日)
長島隆「歴史哲学の可能性ー『過去』と体系」
菅原潤(日本大学)1体系的過去としての『世界年代』一第三稿の読解および『世界年代の体系』との関係」
岡村康夫(山口大学)1シェリング哲学の蹟き」
総合討論司会:長島隆
3. シンポジウム f第2回膜想シンポジウムー精神性に与える膜想の効果J(東洋大学白山キャンパス2号館16階
スカイホール、 2015年 10月3日)
開会あいさつ
羽矢辰夫(青森公立大学)1慎想の目的とその効用J
K.プラポンサック(龍谷大学非常勤講師)1タイ仏教の膜想法一心の曇りを晴らし、本来の内なる光を取り
戻すー」
永津哲(京都文教大学)121世紀の膜想の脳科学と自己変容のパラダイム」
総合討論司会:渡辺章悟 (IRCP)
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閉会あいさつ
4.国際シンポジウム 122世紀の世界哲学に向けてJ(東洋大学白山キャンパス 8号館7階125記念ホー ル、 2015
年10月10日)
開会あいさつ
基調講演:ゲオルグ・シュテンガー(ウィーン大学)1間文化哲学 哲学全体への挑戦として」
シンポジウム
相楽勉 (IRCP)1日本における「哲学」受容の独自性一「自然」概念を手がかりに一」
永井晋「世界哲学におけるイランという視座」
総合討論
閉会あいさつ
5.国際シンポジウム「グローバル化時代の哲学J(東洋大学白山キャンパス 5号館B1階5B12教室、 2015年12
月11日)
ハンス・スルガ「グローパルな権力、グローバルな世界、グローパルな哲学」
マルクス・ガブリエル「グローパル哲学?J
[国際講演会・国際会議】
1. 1国際サンスクリット学会参加ならびに、タイ・ダンマカーヤとの多文化共生共同研究J(2015年6月26日~
7月3日)
2.東洋大学国際哲学研究センター・東国大学校仏教大学共同研究「近代における日韓両国仏教の変遷」第3回セ
ミナー(東洋大学白山キャンパス 8号館7階125記念ホー ル、 20日年7月11日)
開会挨拶
竹村牧男 (IRCP)
菱文善(慧諒スニム) (東国大学校仏教大学)
佐藤厚(専修大学、 IRCP客員研究員)1近代朝鮮仏教界における海外情報の摂取ー1910年代を中心として」
金光植(東国大学校仏教大学、日海思想研究所)1韓国近代仏教「帯妻肉食Jの二元的路線一日本仏教受容に
対する賛否の事例」
三浦節夫(IRCP)1井上円了の妖怪学」
金浩星(東国大学校仏教大学)1倉田百三の親鷲理解について一「歎異抄講評」を中心としてJ
竹村牧男「鈴木大拙と西田幾多郎」
菱文善(慧語、スニム)1近代期の韓国禅院の芳脚録に表れた修行文化」
質疑・応答及び討論
以上、司会:岩井昌吾、通訳:鄭祥教
閉会挨拶
講評:村上勝三
3. 1イランとの共同研究ならびに多文化共生現地調査J(2015年9月11-9月17日)
[イラン・アカデミーサイエンス、東洋大学国際哲学研究センター共同シンポジウム(テヘラン、イラン・ア
カデミーサイエンス、 2015年9月13日)]
宮本久義 (IRCP客員研究員)寸heAcceptance and transformatIon of Buddhism in ]apanese original 
religion (Shintoism) and culture" 
小野純一 (IRCP客員研究員)1井筒の言語理論:その問題点と可能性」
国際哲学研究5号2016 221 
4.東洋大学国際哲学研究センター共催日仏合同研究会「デカルトと形而上学の道 村上勝三退職記念J(フラン
ス、パリ第一大学、 2015年9月19日)
[午前の部】
開会挨拶:ドゥニ・カンブシュネル(パリ第1大学)
津崎良典(筑波大学、 IRCP客員研究員)1省察と判断の形成」
フレデリック・ルロン(アカデミー・クレテイユ)1他性と出会い、第一哲学から道徳へ」
大西克智「選ぶこと.デカルト的選択について」
ピエール・ゲナンシア(デイジョン大学)1誤りと自由意志:道徳と形而上学の交差」
討論
【午後の部】
フレデリック・ド・ピュゾン(ストラスプール大学)1物理学なしの道穂?J 
村上勝三「デカルト形而上学と道徳の基礎」
ドゥニ・カンブシュネル「形而上学における抑制について」
全体討論
閉会の挨拶
5.東洋大学国際哲学研究センター・東国大学校仏教大学共同研究、第4回セミナー(ソウル、韓国東国大学校、
2015年1月19日)
竹村牧男「近代日本仏教における戒律復興運動の2.3の動向について」
朴仁成「遍行心所鰯に対する深浦正文の解釈」
三浦節夫「井上円了と清沢満之J
萎文善 11920-1940年代、日本の朝鮮仏教復興運動とその様相一一中村健太郎、『朝鮮生活50年』を中心
に一一」
佐藤厚 Ir朝鮮仏教総書』刊行計画一一1920年代朝鮮における幻のプロジ、エクトJ
高築婁「雷虚金東華の仏教認識一一宇井伯書と関連して」
[ワークショップ】
1.第 lユニット ワークショップ「江戸期における漢学者たちの人間観の特色一中国との比較-J(東洋大学白
山キャンパス 6号館3階6310教室、 2015年8月26日)
はじめに:小路口聡 (IRCP)
申緒瀦(杭州師範大学)1楠本碩水の「朱王合編」について一並木栗水と楠本碩水-J
呉震(復旦大学哲学研究院・IRCP客員研究員)1石門心学についての若干の問題」
銭明(漸江省社会科学院)1水戸学と陽明学一徳川ミュージアムの儒学関連資料の調査を中心として-J
コメンテーター:吉田公平 (IRCP客員研究員)、司会:小路口聡
[発行物1
1. rポストフクシマの哲学一原発のない世界のために.1(2015年8月刊行)
目次
はじめに ジャン=リュック・ナンシー〆翻訳:渡名喜庸哲「フクシマの後J
[ 1 核時代の政治】
高橋哲哉「フクシマー犠牲のシステムJ
[コラム]岩田渉rフクシマ」の記念碑化」
エテイエンヌ・タッサン/翻訳:渡名喜庸哲「フクシマは今一エコロジー的危機の政治哲学のための 12の註
記J
222 葉報
[コラム]堀切さとみ「隔たりのなかでの闘い」
山口祐弘「核時代の生一哲学・思想からの提言」
[I 核時代の倫理]
加藤和哉「ぼくら、アトムの子どもたち 1962-1992 -2011J 
[コラム]疋田香澄 IT震災ユートピア」のあとで一被爆低減活動の現在」
山口一郎「予防原則の適用と環境倫理の方向性j
[コラム]武藤類子「福島原発告訴団の報告J
[m 来たるべき哲学の課題]
村上勝三「放射線被爆下の倫理と哲学、あるいは、「人」の取り戻し」
[コラム]木田裕子「避難支援活動を続けてきてj
納富信留 1理想」を語る哲学J
[コラム]鎌仲ひとみ「小さき声のカノンー選択する人々、意志が芽生える瞬間J
ベルンハルト・ヴァンデンフェルス/武藤伸司「為しえることと為しえないこと」
あとがき
2. r越境する哲学一体系と方法を求めて.1(2015年1月刊行)
目次
まえがき(村上勝三)
[第l部普遍方法論の現在]
ジョスラン・ブノワ/翻訳:大野岳史「存在論的無差別を絶つJ
エドゥアール・メール/翻訳:大西克智「観念としての世界、実存する世界一哲学における「真のスキャンダ
ル」をめぐって」
河本英夫「方法としてのオートポイエーシス一体系とは異なる仕方でJ
山口一郎「国際哲学研究の方法論をめぐって一「生活世界jを基盤にする国際哲学の方法」
ゲオルグ・シュテンガー/翻訳.稲垣諭「現象学一間文化哲学の方法と道j
[第2部 方法による越境の試みとクロスセクションの技法]
村上勝三「体系性と普遍性j
沼田一郎「インド古代法の場合j
坂井多穂子「中国古典文学の場合J
村上勝三「デカルト哲学の場合」
村上勝三「クロスセクションの技法J
[第3部発見の方法と翻訳の役割l
中畑正志「移植、接ぎ木、異種交配一「実体」の迷路へ」
神崎繁 1思考」を翻訳することは可能か?一訳語としての「幸福」をめぐって」
土橋茂樹「三位一体論争におけるウーシアー/ヒユポスタシス概念の変容一東方カッパドキア教父を中心に」
竹下政孝「中世イスラームにおける『諸学問の分類Jと体系化の思想」
山内志朗「西洋中世における神学の方法と体系化ーロンパルドゥス『命題集Jへの註解をめぐって」
【第4部理性の力と体系の取り戻し]
山口祐弘「ドイツ観念論における体系形式一近代哲学の超克に向けてJ
ピエール=フランソワ・モロー(高等師範学校リヨン校)/翻訳:渡辺博之「理性と経験ースピノザ『知性改
善論』と方法」
ドゥニ・カンブシュネル/翻訳:大西克智「デカルトにおける「方法」としての「マテーシスjーなぜ、今
日、理性に踏み止まる力が求められるのか?J 
あとがき(村上勝三)
国際哲学研究5号 2016 223 
3. r宗教の壁を乗り越える一多文化共生社会への思想的基盤.1(2016年1月刊行)
目次
はじめに(宮本久義)
[ 1 キリスト教社会での共生の可能性と困難さI
菊地章太「教会に門松を立ててよいかーイエズス会のアジア布教における衝突・妥協・融合」
曽田長人「レッシングの宗教思想一啓蒙思想との関わりから」
永井晋「共生の形而上学」
井上忠男「テロ時代の人道主義の可能性と限界一共生思想としての赤十字運動の視点から」
[I イスラームと他宗教との共生】
鎌田繁「他者の共生とイスラーム」
小野純一「偶像と多神教をめぐるイブン・アラピー一全体主義に抗うイスラームの思考について」
ザキプール・パフマン「現代イランにおける諸宗教の共生の実態と課題」
[DI インドの宗教にみる共生]
ジャヤンドラ・ソーニー/翻訳:三津祐嗣「ジャイナ教における非暴力の哲学的正当化」
橋本泰元「異宗教聞の<境界>と<共生>一インドのヒンドゥー教とイスラームについて」
宮本久義「伝説のラーマ王国一ヒンドゥー教聖地の栄光と重荷」
[N 仏教の視点から共生を考える】
堀内俊郎rはいはい」の哲学一初期仏教からみた他者や他宗教との共生」
渡辺章悟「大乗経典における慈悲と憐態」
ケネス田中「アメリカにおけるマインドフルネス・ブームー現代社会への影響とその意義J
[V 日本における宗教の展開】
末木文美士「選択から統合へ一日本中世仏教観の転換」
鎌田東二r神と仏の出逢う国」再考」
[VI 特別鼎談]
「現代の宗教状況をどう考えるか」
末木文美士、斎藤明、鎌田東二/司会:菊地章太
おわりに(堀内俊郎)
4. r近代化と伝統の間一明治期の人間観と世界観.1(2016年1月刊行)
目次
はじめに(岩井昌惜)
第一部儒学と近代日本
第一章 吉田公平「西田幾多郎の「修養」と「研究」、夏目激石の「こころJの苦悩」
第二章小路口聡「西周と陽明学一一「生性割記jにおける「当下便是」説批判をめぐって一一」
第三章 王青「察元培と井上円了における宗教思想の比較研究」
第二部仏教と近代日本
第一章 西村玲「釈迦信仰の思想史的展開一一『悲華経』から大乗非仏説へJ
第二章 岩井昌悟「日本近世仏伝文学の世界」
第三章 岡田正彦「究暦運動史の研究一一19世紀の日本における仏教科学の展開一一J
第四章 三浦節夫「日本近代における伝統の「発見」一井上円了の『仏教活論序論.lJ
第五章 ゲレオン・コプフ「井上円了の「近代偽教J
第三部哲学・文化と近代日本
第一章 相楽勉r美学」受容に見る明治期の人間観一一西周の「美妙学説」を手掛かりに一一」
第二章小坂国継「大西祝と『良心起源論.U
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第三章 白井雅人「個の確立と善なる世界一一西田幾多郎『善の研究』における人間観と世界観一一」
附論 出野尚紀「明治期と自然災害」
5. r国際哲学研究J5号 (2016年2月刊行)
6. r国際哲学研究』別冊7r共生の哲学に向けてーイラン・イスラームとの対話 (2)ーJ(2016年2月刊行)
目次
はじめに(永井晋)
[シンポジウム:共生の哲学に向けて イラン・イスラームとの対話一井筒俊彦の共生哲学一】
Abdolrahim Gavahi“Some Observations about Cultural Interactions in a Global Age" 
アブドッラヒーム・ギャヴァーヒー/翻訳:豊岡めぐみ「グローパル化時代における文化交流についてのいく
つかの考察」
Mohammadkazem Mousavi Bojnourdi "Encyclopedis W riting in Modern Iran: the Case of the Great Islamic 
Encyclopedia" 
カーゼム・ムーサヴイー・ボジュヌールデイー/翻訳:大塚修「イランにおける百科事典編纂に関する一考
察」
Ehsan Shariati "An Introductory Comparative Study on the Role of Corbin and Izutsu in the Philosophy of 
Contemporary ・IranianIslam': Analyzing Its Motives and Resources from Heidegger to Massignon" 
エフサン・シャリーアティー/翻訳:景山洋平「現代の「イラン的イスラム」哲学におけるコルパンと井筒の
役割に関する導入的比較研究:ハイデガーからマシニョンまで」
Nasrollah Pourjavady“Izutsu's Interest in Iranian Mystical Philosophy" 
ナスロッラー・プールジヤヴァーディー/翻訳:諌早庸一「井筒俊彦のイラン神秘主義哲学に対する関心」
竹下政孝「イスラム学者としての井筒俊彦」
[論文】
小野純一「井筒哲学における言語論の問題と意義」
7. r国際哲学研究』別冊8rデカルトにおける形而上学と道徳一一村上勝三の仕事を引き受けてJ(2016年2月刊
行)
目次
端書き(大西克智)
Avant-propos: ONISHI Yoshitomo 
TSUZAKI Y oshinori“La meditatio et la formation du jugement" 
Fr邑dericLELONG“Alt邑riteet convenance， de la metaphysique a lamorale" 
ONISHI Y oshitomo“Eligere: du choix cartesien" 
Pierre GUENANCIA“Erreur et libre arbitre : lecroisement de la morale et de la metaphysique" 
Frederic de BUZON "La morale sans la physique ? " 
MURAKAMI Katsuzo "La metaphysique de Descartes et le fondement de la morale" 
Denis KAMBOUCHNER“De la moderation en metaphysique" 
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国際井上円了学会
【概要1
趣旨
日本が近代国家の体制を模索し始めた明治初期、井上円了という一人の優れた哲学者・教育者が現れました。彼
は日本の哲学研究の礎を築き、哲学教育に基づく人材育成のための学校・「私立哲学館」を聞き、また全国を奔走
して一般民衆の知性の開発に尽力するなど、生涯にわたり広く教育事業に挺身した人でした。さらに井上円了は哲
学関係を初めとする膨大な著作を残すなど、多彩な業績を認めることができます。
日本の近代化の初期にあって、三度の海外視察をふまえ、哲学という観点から民衆の教育と社会の改草・改良に
大きな役割を果たし、その後の日本の行方に少なからぬ影響を与えた一人の人間の足跡は、今日、あらためて深く
顧みられてよいでしょう。
「私立哲学館」を継承した東洋大学では、 2011年度、国際哲学研究センターを設立し、国際的な連携のもとに井
上円了に関する研究を強力に推進することにしました。このことにともない、「国際井上円了学会」を立ち上げ、
定期もしくは不定期の学術大会・研究集会を開催するなどの活動を行います。
設立年月日
2012年9月15日
役員組織
会長:竹村牧男(-2014年9月)、三浦節夫 (2014年9月-)
副会長:三浦節夫(-2014年9月)、岩井昌悟 (2014年9月-)
理事:村上勝三、相楽勉、黒田昭信、大熊慶一、佐藤将之、柴田隆行、フレデリック・ジラール、呉震、
コプフ・ゲレオン、ライナ・シュルツァ、王青、元永常、ウィリアム・ボディフォード
【研究活動1
1.国際井上円了学会第4回学術大会(東洋大学白山キャンパス8号館7階125記念ホール、 2015年9月13日)
一般発表
甲田烈(相模女子大学)I世界の際としての「妖怪J
菅原潤(日本大学)I哲学館事件と綱島梁JlIJ
白井雅人 (IRCP研究助手)I井上円了の平和哲学と戦争哲学J
シュルツァ、ライナ(テューピンゲン大学研究員、 IRCP客員研究員)I井上円了における「方便」概念」
堀雅通(東洋大学)I井上円了の観光行動についてJ
特別講演
アグステイン・ハシント=サパラ(ミチヨアカン大学院大学、 IRCP客員研究員)I教育勅語の解釈としての
井上円了の『中等修身書J
【発行物1
1. W国際井上円了研究』第4号 (2016年2月刊行)
研究論文等の発表
著書
河本英夫『マインドモンスターj(私家版、文京堂、 20日年4月)
竹村牧男『日本仏教のあゆみ一信と行j(NHK出版、 2015年4月、 pp.4-191)
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菊地章太『日本人とキリスト教の奇妙な関係j(角川新書、 KADOKAWA、2015年5月、 pp.1-220)
河本英夫『不連続点I.(私家版、文京堂、 2015年7月)
河本英夫[共著] Wエコ・ファンタジー.1(春風社、 2015年9月)
坂井多穂子「城外に詠う詩人一一中国の山水田園詩J(Wエコ・ファンタジーJ山田利明、河本英夫編、春風社、
2015年9月、 p.185-196) 
相楽勉「初期日本哲学における「自然J (山田利明、河本英夫編『エコ・ファンタジー』春風社、 2015年9月、
p. 133-148) 
井上忠男『戦争と国際人道法~その歴史と赤十字のあゆみj(東信堂、 2015年10月、 p.1・272)
渡辺章悟[共著]rさとりの智慧を読むj(仏教伝道協会、 20日年1月)
菊地章太『姿を変えたキリストーみなし子を育てたシスターたちj(春風社、 2015年12月、 p.1・240)
清水高志[共著]r哲学者事典.1(1ミシェル・セ}ル」の項目、白水社、 2015年12月)
竹村牧男[共著]r地球環境問題を仏教に問うj(一般社団法人 未踏科学技術協会、 20日年12月)
堀内俊郎[共著]r楊伽経楊伽阿蹴多羅宝経.1(新国訳大蔵経、大蔵出版、 2015年12月)
三浦節夫『井上円了 日本近代の先駆者の生涯と思想j(教育評論社、 2016年1月)
河本英夫『第三代系統論一自生系統論j(中国中央編訳出版社、北京、 2016年3月)
白井雅人[共著]Japanese Ethics and Technology (Springer: New York、2016年3月)
宮本久義[共編]Wインドを旅する 55章j(明石書底、 2016年3月)
研究論文
伊吹敦「神秀得度受戒年代考J(r傍教文化研究』第一輯、鳳風俸媒股傍有限公司・江蘇人民出版社、 2015年4月)
柴田隆行「フォイエルバッハの実践 (4)自然科学と革命JU季報唯物論研究』第131号、 p.150-159、2015年5
月)
オパーグ・アンドリュー“Thatwhich ought not to ought to have been (done). What?: Would'ves， could'ves， and 
should'ves" (Philosop舵r，J une 9， 2015，くhttp://philosopher.io/That-Which-Ought-Not-to・Ought-to・Have-Been-
Done-What-W ould-ves-could> ) 
清水高志「鍵束と宇宙 W・ジェイムズのオントロジーJ(r現代思想2015年7月号 現代思想の新展開2015 い
まなぜプラグマテイズムか?.1、 pp.80・93、2015年6月)
竹村牧男「西田と大拙の真宗理解をめぐってJ(r西田哲学会年報』第12号、 pp.45-55、2015年7月)
渡辺章悟「大乗仏教の菩薩とはJ(W悌教文化J第176号、 pp.2・7、2015年8月10日)
オパーグ・アンドリュー“Arealist self?" (Journal 0/ Applied Ethics and Philosophy， 7、pp.24-33、2015年9月)
柴田隆行・王亜新 n理想』一一翻訳語研究(四)J(r理想』第695号、 p.169-186、20日年9月)
柴田隆行 IW戦後』のない戦後七O年一一日本のハンセン病J(W季報唯物論研究』第133号、 2015年1月)
柴田隆行「フォイエルバッハの実践 (5)カール・グリュンの理論と実践J(W季報唯物論研究』第133号、 2015年
1月)
柴田隆行「ヘーゲル絵画論テキスト異同J(W社会学部紀要』第53号-1、pp.5-19、2015年1月30日)
竹村牧男「密教における方便についてJU中央学術研究所紀要J第44号、 p.165・178、2015年1月)
長島隆「グローパル化時代における地域医療と医療倫理一3.11以後の時代にJ(r医学哲学医学倫理』第33号、 p.
66-73、2015年1月)
河本英夫「システム的制作プロセス-D. リンチJ(r病跡学会誌』、 p.10・18、2015年12月)
永井晋 1東洋哲学」とは何か一西田幾多郎と井筒俊彦の「東洋」概念一J(W比較思想から見た日本仏教』、山喜房
偽書林、 pp.299-322、2015年12月)
渡辺章悟「東洋大学における東洋哲学の伝統と現在JU東方学会報.1NO.109、pp.21-23、2015年12月)
大野岳史「自由になることと自由への導きースピノザ『エチカ』における自由論の射程についての一考察JU白山
哲学J第50号、 2016年2月)
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河本英夫「造形力学JCW白山哲学』第50号、 2016年2月)
河本英夫「フクシマ・レヴイジテッドJCWエコ・フィロソフィー』第 10号、 2016年2月)
河本英夫「生命の異系ーモンゴルJC Wエコ・フィロソフィー』第10号、 2016年2月)
河本英夫「システム的抑制Jcrエコ・フィロソフィー』第10号、 2016年2月)
河本英夫「宇宙の弾力JC日AXA人文社会科学活動連携報告書 2015年度版.12016年2月)
柴田隆行「哲学堂案内哲学用語辞典Jr井上円了の哲学と妖怪学JCW月刊東京人J、2016年2月)
白井雅人“InoueEnryδ's Philosophy of Peace and War" CW国際井上円了研究』第4号、 2016年2月)
白井雅人寸heRe-discovery of Chinese Thought as "Philosophy" in the J apanese Meiji Period" C W国際哲学研究J
5号、 2016年2月)
堀内俊郎 n縁起経釈論』の「生Jr老死」解釈訳註JC W国際哲学研究.15号、 2016年2月)
三津祐嗣「インド思想における世界構成原理と身心論一「ナーラヤニーヤ章」第326章および第327章を中心とし
て-JCW国際哲学研究.15号、 2016年2月)
三津祐嗣 rwラクシュミー・タントラ』第3章訳註JCW国際哲学研究J5号、 2016年2月)
山口しのぶ「カトマンドゥ盆地における生き神信仰一多宗教・多民族共存の象徴としての『ロイヤル・クマ
リ.1-J cr東洋思想文化』第3号、 2016年2月刊行予定)
岩井昌悟「不邪姪戒再考一風俗通いは許される?J CW印度学仏教学研究』第64巻、 2016年3月)
岩井昌惜 rPayaga-patitth加についてJU東洋思想文化』第69集、東洋思想文化学科篇第3号、 2016年3月)
菊地章太 rr道要霊祇神鬼品経』の成立と劾鬼法の普及Jcr東洋学研究.153号、東洋大学東洋学研究所、 2016年3
月)
菊地章太「カトリック修道女会による明治期の孤児救済活動JC Wライフデザイン学研究.11号、東洋大学ライフ
デザイン学部、 2016年3月)
坂井多穂子「楊高里と蘇戟JCW撤構』第20号、 2016年3月)
柴田隆行「井上円了とへーゲルJCW井上円了センター年報』第24号、 2016年3月)
柴田隆行1[研究ノート]外国にルーツをもっ子どもたちの学習支援Jcr国際地域学研究』第四号、 2016年3月)
小路口聡「王畿「蓬莱舎籍申約」訳註一陽明門下の講会活動記録を読む(ー)一JCW東洋思想文化』東洋大学文学
部紀要第69集(東洋思想文化学科篇m)、2016年3月)
長島隆「カントと知的直観JCW東洋大学大学院紀要』第52集、 2016年3月)
藤井明「インド初期密教と他宗教との関わり一特に大自在天の記述を中心にして一JCW東洋大学大学院紀要』第
52集、 2016年3月)
三浦節夫「中島徳蔵日記(ー)一明治三六年~明治四五年JCW井上円了センター年報』第24号、 2016年3月)
三浦節夫「井上円了と清沢満之一近代日本の仏教者JU現代と親鷲』第33号、 2016年)
宮本久義「テーマパークとしてのヒンドゥー教聖地Jcr仏教文化』第54号、東京大学仏教青年会、 2016年3月)
渡辺章悟“SomeQuestions Conceming出eTitle of the P吋踊p訂副首ta-hrdaya[-s耐 a]"C r小山典勇博士・小峰捕彦博士古
稀記念論集』、山喜房仏書林、 2016年3月)
渡辺章悟「般若心経のタイトルをめぐる諸問題ーサンスクリット写本の分析から一Jcr三友健容博士古稀記念論
集』、春秋社、 2016年3月)
山口しのぶ“Riteof Passage in Balinese Hinduism: A Study of Telubulanin" U印度学仏教学研究』第64巻2号、
2016年3月)
翻訳
清水高志[共訳]rライプニッツーマルプランシュ往復書簡J<Wライブニッツ著作集』第E期『第1巻 哲学書
簡一知の締羅星たちとの交歓J、工作舎、 2015年5月)
山口祐弘「ロベルト・ユンク『原子力帝国.IJC日本経済評論社、 2015年7月15日)
小路口聡[共訳]r王畿『龍渓王先生会語』訳注其二OJcr東洋古典拳研究』第40集、東洋大学、 20日年12月)
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野間信幸[共訳]r台湾新文学史J上・下巻(東方書底、 pp.1-186、pp.424-432、2015年12月、)
白井雅人「アグステイン・ハシント=サパラ「教育勅語の解釈としての井上円了の『中等修身書.IJ(W国際井上円
了研究』第4号、 2016年2月)
寅野遼「ライブニッツとスピノザー2つの草稿からJ(Wスピノザーナ:スピノザ協会年報J第15号、 2016年2月)
堀内俊郎[共訳]マルクス・ガブリエル「グローバル哲学?J U国際哲学研究.15号、 2016年2月)
小路口聡[共訳]I王畿『龍渓王先生会語』訳注 其二一JU白山中国学』通巻22号、東洋大学、 2016年3月)
書評その他
菊地章太「道の終わりの異教空間J(W怪.144号、 KADOKAWA、pp.48-51、2015年4月)
菊地章太「悪魔被いに効果絶大J(W怪.145号、 KADOKAWA、pp.57・60、2015年7月)
白井雅人「西田哲学と歴史的世界:宗教の問いへJ(W西田哲学会年報.112号、 2015年7月)
山口しのぶ「ネパールの人々と仏教一大地震発生の報道に思うJ(W在家仏教.17月号Vol.641758、在家仏教協会、
pp.9・11、2015年7月)
菊地章太「日本人が愛し続ける“妖怪"を語るJ[対談:京極夏彦×菊地章太](W潮.19月号、潮出版社、 pp.112・
118、2015年9月)
山口祐弘「脱原発社会への原点J[対談:山口祐弘×高橋順一](W図書新聞.13225号、 2015年10月10日)
菊地章太「魔女はいつでもおばあさんJ(r怪.146号、 KADOKAWA、pp.64-67、2015年11月)
清水高志「いかにして個と《自然》を見出すか?一『世界戦争JについてJ(W世界戦争』、法政大学出版局、図書
新聞、 2015年12月)
山口しのぶ「師マンダラ供養J(Wネパール密教』、春秋社、 pp.134-137、2015年12月)
山口しのぶ「ガターン・ムガJ(Wネパール密教』、春秋社、 pp.138-141、20日年 12月)
研究活動
学会・シンポジウム発表
オパーグ・アンドリュー“Searchingfor a better definition of the self' (Presented at the Self and (iぉ)Realization (s) 
lnternational Conference、札幌市、北海道、 2015年5月)
伊吹敦「初期輝宗と『大乗起信論.IJ(東アジア仏教学術大会第4回学術大会、扶余・百済歴史文化館、 2015年6
月19日)
河本英夫「システム的制作プロセス-D.リンチJ(日本病跡学会、立教大学新座、 2015年6月27日)
長島隆「鴎外のドイツ修業時代ードイツにおける医学修業とドイツの医師たちJ(東洋大学東洋学研究所プロジェ
クト研究発表会、東洋大学、 2015年6月27日)
渡辺章悟“SomeQu悶 onsConceming the Title of the Praj筋肉加ta-hfdaya[胡回r(The 16也World Sanskrit Conference、
シラパコーン大学、タイ、 2015年6月30日)
永井晋「象徴の哲学一生命の論理としてのカパラーJ(日本シェリング協会シンポジウム、神奈川大学、 2015年7
月5日)
渡辺章悟「書薩と三乗J(国際シンポジウム「東アジア仏教の形成と展開」鶴見大学仏教学研究所、台湾仏光山大
学仏教研究センター共催、鶴見大学会館メインホール、 2015年7月5日)
小路口聡「王畿の良知心学と講学活動一「交情の益」について一J(科研成果発表国際シンポジウム、東洋大学、
2015年8月23日)
竹村牧男「密教における方便についてJ(パネル「巧みな方便ーインド・東アジアの仏教における発展」、第21回
国際宗教史学会世界大会、 ドイツ、エアフルト大学、 20日年8月24日)
白井雅人“Technology，artificiality， and human beings in the later Nishida Philosophy" (Technology and Ethics: 
Sweden meets J apan、2015年9月3日)
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大野岳史「マルプランシユにおける「在りて在るものJ(日本宗教学会第74回学術大会、創価大学、 2015年9月
5日)
三津祐嗣 fTモークシヤダルマ篇J第326章におけるヴユーハ説J(日本宗教学会第74回学術大会、創価大学、
2015年9月6日)
清水高志「ピエール・レヴイ理論の現代的射程一集合的知性、ポストメディアの美学J(社会情報学会(SS1)学会
大会、明治大学、 20日年9月12日)
寅野遼「スピノザにおける多数者と共通感情J(日仏哲学会2015年秋季大会、立教大学、 2015年9月12日)
竹村牧男「日本的霊性についてJ(東洋大学・ストラスプール大学協定締結30周年記念シンポジウム「伝統と現代
一日本文化・歴史・思想」、ストラスプール大学、 2015年9月17日)
岩井昌悟「不邪姪戒再考一風俗通いは許される?J (日本印度学仏教学会第66回学術大会、高野山大学、 2015年9
月19日)
堀内俊郎 IW楊伽経』の構成に関する一考察ー宋訳と党本との相違から一J(日本印度学仏教学会第66回学術大会、
高野山大学、 2015年9月19日)
山口しのぶ「インドネシア、パリ島におけるヒンドゥー教の通過儀礼について一生後3ヶ月の儀礼を中心としてー」
(日本印度学仏教学会第66回学術大会、高野山大学、 2015年9月19日)
渡辺章悟「初期大乗経典に於ける vikalpa批判一般若経を中心としてJ(日本印度学仏教学会第66回学術大会、高
野山大学、 2015年9月20日)
武内大「フインクの光の形而上学批判と教育学J(ラウンドテーブル「光を教育哲学するープラトン、コメニウス
からフインク、パトチカへー」、教育哲学会、奈良女子大学、 2015年 10月11日)
河本英夫「ゲーテ自然学とオートポイエーシスJ(ゲーテ自然科学の集い、生命誌研究館、 2015年 11月7日)
朝倉輝一「意志決定における妥協の問題J(第34回日本医学哲学・倫理学会、新潟、 2015年 11月8日)
竹村牧男「東洋大学における井上円了研究の現状J(実践女子学園下回歌子研究所シンポジウム「学祖研究の現在」、
実践女子大学、 2015年 11月21日)
清水高志“Whatis the Purpose of pure experience theory?" (1nternational Symposium: Modernization of ]apanese 
and the Subject of Philosophy、ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学、イタリア、 2015年 11月27日)
伊吹敦 n親心論』と『修心要論』の成立とその影響J(第86回禅学研究会学術大会、花園大学、 2015年 11月28
日)
坂井多穂子「香と文人J(エコ・フィロソフイ学際研究イニシアテイブ主催最終シンポジウム、東洋大学、 2015年
12月5日)
藤井明「密教における殺と降伏J(東洋大学東洋学研究所研究発表例会、東洋大学、 2015年 12月19日)
その他の研究会
相楽勉「明治期の美学受容と自然観J(1エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアテイブ研究会、東洋大学、 2015
年7月29日)
竹村牧男「日本人の道徳と倫理J(生命科学振興会北海道支部フォーラム、札幌市、 2015年9月5日)
竹村牧男「非情成仏のエコ・フィロソフィJ(本化ネットワーク研究例会第 100回、東洋大学、 2015年9月24日)
渡辺章悟「般若経への誘い一空と惜りの智慧を読み解くJ(大乗仏教経典講座:朝日カルチャー横浜、ルミネ横浜
八階、 2015年10月29日)
山口祐弘「ヘーゲル輪読会J(東京大学仏教青年会、通年各週火曜日)
調査活動
坂井多穂子「中国江蘇省南京市・常州市への調査J東洋学研究所プロジェクト (2015年9月7日-12日)
橋本泰元「インド・ヴリンダーヴァン市のクリシュナ信仰諸派の死生観の実地調査」東洋学研究所プロジェクト
(2015年 10月30日-11月6日)
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渡辺章悟「井上円了の足跡の調査」井上円了研究センター(五島市、福江町、 2015年1月13日-15日)
講演
竹村牧男「諸学の基礎は哲学にあり一井上円了の思想についてJ(武漢大学哲学学院熊十力講座、武漢大学、 2015
年5月29日)
竹村牧男「禅者と哲学者の思想的交流の軌跡一鈴木大拙と西田幾多郎J(i璃瑚講壇」第107講、武漢大学、 2015
年5月30日)
渡辺章悟「大乗仏教の菩薩とはJ(東京国際仏教塾、東京大学仏青会館、 20日年5月30日)
長島隆「カントの名著「永遠平和のために」を味わう。J(境界管理クラブアイデツグ会員サロン、 2015年6月17
日)
堀内俊郎“TheNotion of M油亘y加aorY加as泊血eL姐kava世 as自国. (ドイツ「恵光」日本文化センター主催シンポジ
ウム、デユツセルドルフ、 2015年8月13日)
坂井多穂子「唐宋士大夫与“滑稽"一以白居易、梅尭臣、周紫芝為中心J(南京大学仙林校区、中国、 2015年9月
9日)
渡辺章悟「死後にくソナエ〉る十三仏信仰ー終活という視点から見る十三仏信仰ーJ(第21回愛宕薬師フォーラ
ム、智山教化センター、智山伝法院、 2015年9月10日)
渡辺章悟「般若経入門J(黄葉勉強会、墨田区黄柴宗弘福寺、 2015年10月6日)
竹村牧男「井上円了の教育理念J(東洋大学井上円了研究センターおよびヴェネツイア、カ・フォスカリ大学アジ
ア・北アフリカ学科共催国際シンポジウム「日本の近代化とその思想的意味について」、カ・フォスカリ大学、
20日年1月26日)
菊地章太「通かなる祈りの旅ーユーラシアから日本の古都へJ(Jシニアーズ・アカデミー「世界史再発見j、NH
K文化センター、全7回、 2016年1月-3月)
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東洋大学国際哲学研究センター編『国際哲学研究』投稿規程
平成25年5月13日改訂
東洋大学国際哲学研究センター運営委員会・編集委員会
東洋大学国際哲学研究センター運営委員会は、『国際哲学研究』編集委員会(以下、編集委員会)を立ち上げ、
『国際哲学研究.1(Journal olInternational Philosophy)に対する投稿規程を下記の通り定める。
自己
1. r国際哲学研究.1(Journal olInternational Philosophy、以下、本誌とする)は、哲学およびその関連領域の論文、
訳註、研究ノート、研究動向、資料紹介、書評、ならびに本センター主催のシンポジウム・講演会・研究会等
の報告などを掲載する。
2. なお、上記のうち、論文とは、研究会等の報告に基づいて発表者が論文としてまとめたもの、及び、それらの
会で発表しなかったものも含む。シンポジウム・講演会の報告も発表者にまとめていただくが、掲載時には論
文の項目には入れない。
3. 本誌に投稿できる者は、本センター研究員・客員研究員・研究助手・研究支援者・RA、および編集委員会の
依頼を受けた者とする。また、連名も可とする。
4. 投稿論文等は、未発表のものに限る。また、受理された原稿は、他の学会誌などに投稿はできない。
5. 投稿論文等の原稿の締め切りは、当該年度の10月末とする。
6. 本センター研究助手・研究支援者.RA、およびそれ以外で査読を望む者による投稿論文・訳註は、編集委員
会の責任による査読を経たのち、掲載の可否を決めることとする。
7. 原稿作成にあたっては、 rw国際哲学研究』執筆要領」に従うこととする。
8. 著者校正は原則として1固とする。校正は著者が行い、誤字・脱字、誤植以外の訂正、変更、削除、挿入は認
めない。校正の期間は一週間とする。
9. 抜刷は作成しないが、著者から PDFデータの要望があった場合は配布する。ただし、要望の期間は投稿受理
後から刊行後1か月以内までとする。
10.本誌に掲載された論文等の著作権は、本センターに属するものとする。他所で当該論文等を転載、翻訳などを
する場合は、本センターの許諾が必要である。ただし、著作者自身が利用することに対して、本センターはこ
れを妨げず、原則として無償で許可するものとする。
11.本誌に掲載された論文等は、原則として、本センターホームページで、 PDF・電子テキストの形で公開する
ことがある。また、外部機関の電子アーカイブ化事業にも情報を提供することもあるので、あらかじめ了承さ
れたい。
<イす則>
1. 平成23年度刊行の本誌1号に関しては、本センターが平成24年6月中に著作者に著作権譲渡承諾書を送り、平
成24年7月31日までに著作者が著作権を主張した場合は、著作権は著作者に属するものとする。また、著作者
が電子媒体での公聞を拒否した場合は、公開はしないものとする。
2. この規程は運営委員会の議決によって改訂することができる。
3. この規程は平成24年度より適用する。
4. この規程は平成25年5月13日に改訂された。
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Foreword 
Set Out For a Resurrection! 
MURAKAMI Katsuzo 
Director 
International Research Center for Philosophy (IRCP), Toyo University 
Our center was established on July 1, 2011, about three and a half months after the tremendous earthquake that 
struck the Tohoku region and the subsequent accident at the Tokyo Electric Power Company's Fukushima Daiichi 
Nuclear Power Plant. The center owes its birth to its selection for the MEXT-Supported Program for the Strategic 
Research Foundation at Private Universities. "Forming an International Research Center for Philosophy: Creating 
New Philosophies for Diversified Global Society" was the formal name chosen for the research project, which has a 
five-year time limit ending March 31,2016. I believe that in this time, the project has been able to fulfill its objective 
of laying "the strategic research foundation" for socially important activities. 
1st Unit served to establish the International Association for Inoue Enryo Research and also provided the 
nucleus for academic research. Its activities will be taken up by the Research Center for Inoue Enryo beginning in 
the next academic year. This has fulfilled the objective of laying "the strategic research foundation," with a successor 
institution having been clearly identified. Our initial plans have also been achieved through various other activities. 
To summarize the work of the different units that comprise the IRCP, 1st Unit's goal has been to elucidate the course 
of development of Japanese philosophy, while 2nd Unit has targeted research on the methodologies of the world's 
philosophies. 3rd Unit has focused on the harmonious co-existence of religion and culture. That is to say, this project 
has sought to elucidate the patterns by which people develop ways of coexisting as they go about their daily lives, 
and how people respect or make allowances for one another as they live their lives. We have also seen how the work 
of these three units comes together. The cornerstone of our efforts has been to develop explicit methods while 
making use of the possibilities of sharing them. On this foundation, we have worked to place our own traditions and 
the endemic qualities of our "cultural soil" against a scale defined by the human race. Using this, we have sought to 
discover ways of thinking that can provide a platform for respecting the endemic qualities that human beings have 
cultivated in the various regions where they live and, in certain cases, to live side by side while making allowances 
for one another. This is what we should offer to future generations. 
The basic issue when it comes to laying out the history of how Japanese philosophy has formed is how to situate 
its endemic characteristics within the context of human culture. To expand our research to a scale that covers all of 
humanity, we need to both measure the degree to which methods can be shared as well as establish research methods 
that are realistic and practical. Among those that have come into focus as practical measures are International WEB 
Conferences, Cross-Section techniques, and training specialist translators who possess general knowledge in various 
specializations. In order to bring them into a theory that is integrated with the manner of life without disengaging 
from the truth of how people live, it will be necessary to go into the field to learn as much as possible about how 
people live amid this atmosphere of reverences and allowances, and how they overcome various difficulties, 
conflicts, and struggles. This is the background against which the International Research Center for Philosophy's 
foundations were laid. Unfortunately, the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology has 
decided to bring this project format to an end. The operating base that we have constructed is now faced with doing 
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work to take it to the next stage. The question of whether this base, put together through our own passion rather than 
bec.ause of a need to meet external conditions, will produce anything as a real research institution must now be 
dependent on external conditions. 
Our activities over these five years have been collected together on a website, in videos and newsletters, in five 
annual reports (Journal of International Philosophy) and eight supplements to those reports (Journal of International 
Philosophy, Extra Issue), and in four volumes: Kindaika to dento no aida: Meijiki ni okeru ningenkan to sekaikan 
(Between Modernization and Tradition: Views of Humanity and the World in the Meiji Period. Kyoiku Hyoronsha), 
Posuto fukushima no tetsugaku: Genpatsu no nai sekai no tame ni (Philosophy of Post-Fukushima: For Life without 
Nuclear Power. Akashi Shoten), Ekkyo suru tetsugaku: Taikei to hoho wo motomete (Beyond the Philosophy: 
Surveying the System and the Method. Shunpusha), and Shakyo no kabe wo norikoeru: Tabunka kyosei shakai e no 
shisoreki kiban (Crossing the Border of Religions: Basis of Ideas for the Multicultural Harmonious Co-existence, 
Nonburusha). However, the most important outcome that we have achieved is the building of bonds with a 
tremendous number of scholars both in Japan and overseas during that half-decade. 
We are deeply proud of having obtained all the results outlined above. The Center project has been realized with 
the support of its superb researchers and visiting researchers. These accomplishments were also sustained and 
energized by the practical efforts of the Research Associates, Project Research Assistants and Part-time Staff, 
individuals who in fact are either already splendid researchers or are on the road to becoming such. If there is just 
one other group whose efforts should be most lauded, without any hesitation I would single out the staff of our 
business office. Finally, the Center also received firm support from the Research Promotion Section of Toyo 
University. My deepest thanks go out to one and all. 
January 23,2016 
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Center News 
Summary of Research Results Produced by the 
International Research Center for Philosophy, 
Toyo University, for the 2015 Academic Year 
(as of 1 January 2016) 
Summary of Research Projects and Research Organization 
Summary of Research Projects 
The International Research Center for Philosophy (IRCP) was adopted as a Strategic Research Base 
Development Program for Private Universities at the end of May 2011 and officially inaugurated on July 1, 2011. We 
would like to introduce our intentions as follows. 
Philosophical studies that fundamentally question the shape of humans and their society is necessary in our 
contemporary society, where globalization is progressing , values are diversifying, and the path to the future is 
obscured . The IRCP aims to form an international network of philosophical research to answer these global issues 
and internationally communicate the modem role of the philosophy propounded by Enryo Inoue, which engenders 
global cooperation while noticing the differences between Eastern and Western thought. 
The IRCP has established the following three units. 
1. In the First Unit, we present Japanese thought since the Meiji era (1868-1912) , in particular the philosophy 
of Inoue Enryo , the founder of Toyo University. To do this , we are conducting research projects to cultivate 
Enryo's philosophy and establish the International Association for Inoue Enryo Research. 
2. In the Second Unit , we methodologically support these three units tlu:ough theoretical and practical means 
and aim to construct a new universal methodology that is the basis of various disciplines and can be shared 
globally. A "post-Fukushima philosophy" has been assigned as a practical issue. 
3. In the Third Unit , we strive to present a new worldview that goes beyond diversity, incorporating the active 
attributes of Eastern thought based on kyosei (harmonious coexistence) for a contemporary society, which is in 
strife and turmoil because of the spread of destabilizing relativism and its opposite, unipolarism. 
Calendar of Recent Events at the International Research Center for Philosophy 
Apr. 22 , 2015 5th General Meeting 
May. 7 5th Meeting of Study Group Series "Thinking about Multicultural Harmonious Co-existence", 
3rd Unit: HASHIMOTO Taigen (IRCP) "'Boundaries' and 'Co-existence' Between Different 
Religions" , NAGAI Shin (IRCP) "The Metaphysics of Co-existence" 
May. 9 Round Table Discussion for a Book of "Thinking about Multicultural Harmonious Co-
existence", 3rd Unit: KIKUCHI Noritaka (IRCP) , SUEKI Fumihiko (Emeritus Professor of 
International Research Center for Japanese Studies) , SAITO Akira (Tokyo University, IRCP 
Visiting Researcher), KAMATA Touji (Kyoto University, IRCP Visiting Researcher) 
May. 23 "New Realism" Study Group , 3rd Unit: NAGASHIMA Takashi (IRCP) "The New Realism 
Movement: Maurizio Ferraris , Markus Gabriel , and Analytical Philosophy", NAKASHIMA 
Arata (Graduate Student at Hitotsubashi University) "Schelling and Markus Gabriel: Concerning 
New Realism" 
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May.30 
Jun. 13 
Jun. 20 
Jun. 20 
Jun. 26-Jul.3 
1st Meeting of Study Group Series "Interrogating the Doxa in the History of Philosophy: A 
Reinvestigation of 'Rationalism and Empiricism'", 2nd Unit: FUJISAKA Tasuku (Graduate 
student at Toyo University) "An Essay on the Conflict between Rationalism and Empiricism in 
the Development of Jamesian Thought" 
Symposium in conjunction with the Japan Association for Comparative Philosophy "The 
Reception and Development of Western Philosophy in Modem East Asia", 1st Unit 
2nd Meeting of Study Group Series "Interrogating the Doxa in the History of Philosophy: A 
Reinvestigation of 'Rationalism and Empiricism"', 2nd Unit: KASAMATSU Kazuya (Graduate 
student at the University of Tokyo) "Between Experience and Reason: 'Goal' and 'Desire' in 
Spinoza's Philosophy" 
Symposium "Thinking about Multicultural Harmonious Co-existence", 3rd Unit: "Attempting to 
Build a Society with Pluralistic Values and Revive Virtue Ethics: Is It Possible to Think about 
Shared Virtue and Ethical Norms in a Society Based on Pluralistic Values?" 
Overseas Research, 3rd Unit: "Participating in the World Sanskrit Conference and a Joint 
Research Project on Multicultural Harmonious Co-existence with the Wat Phra Dhammakaya in 
Thailand" 
Jul. 7 Conference of "A Philosophy of Post-Fukushima", 2nd Unit: Andrew OBERG (IRCP) "Natural 
Jul. 11 
Jul. 20 
Aug.l 
Disasters and Death's Unpredictability: Is There a Good Way to Think About Our Own Deaths?" 
3rd Collaborative Research Conference between Dongguk University College of Buddhist 
Studies (Korea) and the International Research Center for Philosophy (Japan) 
3rd Meeting of Study Group Series "Interrogating the Doxa in the History of Philosophy: A 
Reinvestigation of 'Rationalism and Empiricism"', 2nd Unit: TORANO Ryo (IRCP, PRA) "Truth 
and History: On 'the True Method of Hermeneutics' in Chapter 7 of Spinoza's Theologico-
Political Treatise" 
"Methodologies" Study Group Session: "The Possibilities of 'The Logic of Species (f1f!(7)1Ji 
:t'!)'", 2nd Unit: KURODA Akinobu (Strasbourg University, IRCP Visiting Researcher) "A 
Theoretical Analysis of the Concept of the Collective Individual: Clarifying the Set of Issues 
Contained in 'The Logic of Species"', TACHIBANA Fuhito (Waseda University) "The Arts 
Commonwealth in 'The Age of Death': Tanabe's Social Ontology in the Translation and 
Interpretation of Poetry", [commenter] GODAMasato (Meiji University) 
Aug. 1 "Schelling Symposium", 3rd Unit 
Aug. 26 Workshop, 1st Unit: "Characteristics of Chinese Scholars' Views of Humanity in the Edo 
Period-A Comparison with China" 
Aug. Posuto fukushima no tetsugaku: Genpatsu no nai sekai no tame ni (Philosophy of Post-
Fukushima: For Life without Nuclear Power) 
Sep. 11-17 Overseas Research, 3rd Unit: "The Implementation of Collaborative Research with Iran and a 
Multicultural Co-existence Field Study" 
Sep. 13 4th Annual Meeting of the International Association for Inoue Enryo Research 
Sep. 19 Journee d'etude franco-japonaise organisee avec la concours du Centre International de la 
Recherche Philosophique (Universite Toyo) "Descartes: la morale de la metaphysique: Pour 
saluer Katsuzo Murakami" 
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Oct. 3 Symposium, 3rd Unit: Second Symposium on Meditation "The Effects of Meditation on 
Spirituality" 
Oct. 10 International Symposium "Toward a World Philosophy for the 22nd Century" 
Oct. 17 1st Meeting of Study Group Series "The Methodology and the Theory of the Science of 
Phenomenology: Toward the Development of Intercultural Philosophy as Interdisciplinary 
Philosophical Research", 2nd Unit: YAMAGUCHI Ichiro (Visiting Professor at Toyo University, 
IRCP Visiting Researcher) "The Methodology of Neurophenomenology as Interdisciplinary 
Philosophy" 
Oct. 26 4th Meeting of Study Group Series "Interrogating the Doxa in the History of Philosophy: A 
Reinvestigation of 'Rationalism and Empiricism'", 2nd Unit: WATANABE Hiroyuki (Part-time 
Lecturer at Toyo University, IRCP Visiting Researcher) '"Rationalism' and 'Experience' in 
Spinoza", TAKENAKA Kururni (Part-time Lecturer at Toyo University) "Where do we observe 
it as indicating of "No Existence": The Case of Hume" 
Nov. 7 "Methodologies" Study Group Session "Acts of Conference French-Japanese", 2nd Unit: 
OHNISHI Yoshitomo (IRCP Visiting Researcher) "Continuity and Rupture-, Japnese-French 
Colloque: Ending La Morale de La metaphysique" , MURAKAMI Katsuzo "[Abstract] 
Metaphysique de Descartes et le fondement de La morale" 
Nov. 14 Conference of "A Philosophy of Post-Fukushima", 2nd Unit: KATO Norihiro (Emeritus 
Professor at Waseda University) "Feedback and Biological System. Contingency, Risk and 
Donation: Jinrui ga Eien ni Tsuzuku no dewa Nai to Shitara and Clues for What Questions to 
Ask Next" 
Nov. 19 4th Collaborative Research Conference between Dongguk University College of Buddhist 
Studies (Korea) and the International Research Center for Philosophy (Japan) 
Nov. Ekkyo suru tetsugaku: Taikei to hoho wo motomete (Beyond the Philosophy: Surveying the 
System and the Method) 
Dec. 5 2nd Meeting of Study Group Series "The Methodology and the Theory of the Science of 
Phenomenology: Toward the Development of Intercultural Philosophy as Interdisciplinary 
Philosophical Research", 2nd Unit: INAGAKI Satoshi (Jichi Medical University, IRCP Visiting 
Researcher) "Clinical Experience and Phenomenlogy as Methods (1)", MUTO Sinji (Tokyo 
Women's College of Physical Education, IRCP Visiting Researcher) "On Natural Intuition as a 
Methodology for Phenomenological Research" 
Dec. 11 International Symposium "Philosophy in a Globalized Age", 3rd Unit 
Dec. 12 5th Meeting of Study Group Series "Interrogating the Doxa in the History of Philosophy: A 
Reinvestigation of 'Rationalism and Empiricism"', 2nd Unit: Nomura Tomokiyo (the University 
of Tokyo) "Continental Rationalism and British Empiricism: Irish Philosophy as Anomaly" , 
OHNO Takeshi (IRCP) "Sensation and Imagination: Idealism in Port-Royal Logic" 
Jan,2016 3rd "The Methodologies" the Theory of the Science of "Methodology and Disciplinary Studies 
in Phenomenology: Toward the Development of Cross-Cultural Studies as Interdisciplinary 
Philosophical Research" , 2nd Unit: TAKEUCHI Dai (Part-time Lecturer at Toyo University, 
IRCP Visiting Researcher) "The Phenomenology of the Magical Imagination" 
Jan. 26 6th Meeting of Study Group Series "Interrogating the Doxa in the History of Philosophy: A 
Reinvestigation of 'Rationalism and Empiricism'", 2nd Unit: "Our Next Steps (Our Next Step)" 
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FUJISAKA Tasuku, KASAMATSU Kazuya, TORANO Ryo, TAKENAKA Kurumi, 
WATANABE Hiroyuki, OHNO Takeshi, NOMURA Tomokiyo 
Jan. Shakyo no kabe wo norikoeru: Tabunka kyosei shakai e no shisoteki kiban (Crossing the Border 
of Religions: Basis of Ideas for the Society of Multicultural Harmonious Co-existence) 
Jan. Kindaika to dento no aida: Meijiki ni okeru ningenkan to sekaikan (Between Modernization and 
Tradition: Views of Humanity and the World in the Meiji Period) 
Feb. Newsletter, Vol. 10 (in Japanese and English) 
Feb. Journal of International Philosophy, No.5 
Feb. Journal of International Philosophy, extra issue, 7, Towards a Philosophy of Co-existence: A 
Dialog with Iran-Islam 2 
Feb. Journal of International Philosophy, extra issue, 8, Metaphysique de Descartes et le fondement 
de la morale - Pour saluer Katsuzo Murakami 
Feb. International Inoue Enryo Research, Vol. 4 
Research Organization 
[Researcher] 
<1st Unit> 
TAKEMURA Makio, SAGARA Tsutomu*, SHOJIGUCHI Satoshi 0, IWAI Shogo©, IBUKI Atsushi, 
MIURA Setsuo, SHIBATA Takayuki 
<2nd Unit> 
MURAKAMI Katsuzo*, NOMA Nobuyuki, KAWAMOTO Hideo, NUMATA Ichiro©, SAKAI TahokoO, 
SHIMIZU Takashi, OHNO Takeshi, OBERG Andrew 
<3rd Unit> 
NAGASHIMA Takashi 0, NAGAI Shin©, YAMAGUCHI Shinobu, HASHIMOTO Taigen, 
WATANABE Shogo*, ASAKURA Koichi, KIKUCHI Noritaka, SODA Take hi to, SHIMODA Yoshiyuki 
(*=Director,*= Vice-director,©= Project Leader, 0 =Assistant project leader) 
[Research Associate] 
SHIRAI Masato, MISAWA Yuji, HORIUCHI Toshio 
[Project Research Assistant] 
TORANO Ryo, FUJIIAkira 
[Visiting Researchers] (Alphabetical order) 
Agustin JACINT ZAVALA (EL COLEGIO DE MICHOACAN), ISHIDA Yasushi (Project Associate Professor at 
Ochanomizu University), IDENO Naoki (Visiting Researcher at Institute of Oriental Studies), ITOH Takaka 
(Associate Professor at University of Toyama), INAGAKI Satoshi (Professor at Jichi Medical University), INOUE 
Tadao (Board of Director at Japanese Red Cross Academy), OHNISHI Yoshitomo (Associate Professor at 
Kumamoto University), OKADA Masahiko (Professor at Tenri University), ONO Jun'ichi (Part-time Lecturer at 
Toyo University), KAMATA Toji (Professor at Kyoto University), KURODA Akinobu (Associate Professor at 
Strasbourg University), Kenneth TANAKA (Professor at Musashino University), KOSAKA Kunitsugu (Emeritus 
Professor at Nihon University), WU Zhen (Professor at Fudan University), Gereon KOPF (Professor at Luther 
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College), SAITO Akira (Professor at University of Tokyo), SATO Atsushi (Specially Appointed Professor at 
Senshu University), SUZUKI Izumi (Associate Professor at University of Tokyo), TAKEUCHI Dai (Part-time 
Lecturer at Toyo University), TSUZAKI Yoshinori (Associate Professor at University of Tsukuba), TUTIYA Syun 
(Professor at National Institution for Academic Degrees and University Evaluation), TOMA Baikal (Associate 
Professor at J.F.Oberlin University), NISHIMURA Ryo (Full-time Researcher at The Nakamura Hajime Eastern 
Institute), Fn!deric GIRARD (Professor at l'Ecole fran9aise d'Extreme-Orient), Markus GABRIEL (Professor at 
University of Bonn) , MIYAMOTO Hisayoshi (Visiting Professor at Toyo University), MUTO Shinji (Lecturer at 
Tokyo Women's College of Physical Education), MURAMATSU Akira (Professor at Waseda University) , 
YAMAGUCHI Ichiro (Visiting Professor at Toyo University), YAMAGUCHI Masahiro (Former professor at 
Tokyo University of Science), YOSHIDA Kouhei (Emeritus Professor at Toyo University), Rainer SCHULZER 
(Researcher at University ofTiibingen), WATANABE Hiroyuki (Part-time Lecturer at Toyo University) 
[Assessment Committee] (Alphabetical order) 
ASANO Kiyoshi (Professor at Toyo University) 
KATO Hisatake (Emeritus Professor of Kyoto University, Emeritus President at Tottori University of 
Environmental Studies) 
Klaus RIESENHUBER (Emeritus Professor at Sophia University) 
TAKAYAMA Mamoru (Emeritus Professor at the University of Tokyo) 
Summary of Research Results 
(as of 1 January 2015, including forthcoming events and publications) 
Symposiums 
1. Thinking about Multicultural Harmonious Co-existence Symposium: "Attempting to Build a Society with 
Pluralistic Values and Revive Virtue Ethics: Is It Possible to Think about Shared Virtue and Ethical Norms in a 
Society Based on Pluralistic Values?", 3rd Unit (at Room 5102 of Building 5, Hakusan Campus, Toyo 
University, June 20, 2015) 
MURAMATSU Akira (Waseda University, IRCP Visiting Researcher) "Issues that cannot be resolved through the 
tolerance (dementia) of liberalism" 
IWATA Keiichi (Waseda University) "The possibility of ethical knowledge: Socrates and Aristotle" 
HORIUCHI Toshio (IRCP Research Associate) "A philosophy of co-existence based on selflessness: Co-existence 
with others and other religions as seen in early Buddhism" 
YOSHIMURA Hitoshi (Researcher, Nakamura Hajime Eastern Institute/ Part-time Lecturer, Toyo University) 
"Understanding emptiness and dialogue: The spirit of 'peace' in Atticle XVII of the Constitution of Japan from 
the viewpoint of traditional Buddhism" 
YAMAGUCHI Ichiro "A proposal from phenomenology: The concept of virtue as seen from Husser! 's 
phenomenology" 
2. "Schelling Symposium", 3rd Unit (at Room 6406 of Builing 6, Hakusan Campus, Toyo University, August 1, 
2015) 
NAGASHIMA Takashi (IRCP) "The possibilities of historical philosophy: the 'past' and the system" 
SUGAWARA Jun (Nihon University) '"Ages of the World' as a systematic view of the past: Understanding the 
third draft and its relation to the system of the 'Ages of the World"' 
OKAMURA Yasuo (Yamaguchi University) "Stumble of Schelling's philosophy" 
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Discussion: [Moderator] NAGASHIMA Takashi 
3. Second symposium on meditation "The Effects of Meditation on Spirituality", 3rd Unit (at Sky Hall of Building 2, 
Hakusan Campus, Toyo University, October 3, 2015) 
Opening Address 
HAYA Tatsuo (Aomori Public University) "The Objectives of Meditation and Its Utility" 
PHRAPONGSAK Kongkarattanaruk (Part-time Lecturer at Ryukoku University) "Meditation Methods in Thai 
Buddhism: Clearing Shadows in the Soul and Restoring the Original Inner Light" 
NAGASAWA Tetsu (Kyoto Bunkyo University) "The Neuroscience of Meditation and the Paradigm of Self-
Transformation in the 21st Century" 
Discussion: [Moderator] WATANABE Shogo (IRCP) 
Closing Speech 
4. General International Symposium "Toward a world philosophy for the 22nd century": Final Report of the IRCP: 
"Towards Making a new start" (at the 125th Anniversary Hall of Building 8, Toyo University, October 10, 2015) 
Opening Address 
Keynote Speech: Georg STENGER (University of Vienna) "Interkulturelle Philosophie als Herausforderung fiir 
die Philosophie insgesamt?" 
SAGARA Tsutomu (IRCP) "The Uniqueness of Acceptance of Philosophy in Japan: From the Perspective of a 
Transformation in the View of Nature" 
NAGAI Shin (IRCP) "The Perspective of Iran in World Philosophy" 
General Discussion: [Moderator] KAWAMOTO Hideo (IRCP); [Translator] YAMAGUCHI Ichiro 
Closing Address 
5. International Symposium "Philosophy in a Globalized Age" (at Room 5Bl2 of Building 5, Toyo University, 
December 11, 2015) 
Opening Address: NAGAI Shin 
Markus GABRIEL (Professor at University of Bonn, IRCP Visiting Researcher) "Globale Philosophie?" 
Hans SLUGA (University of California, Berkeley) "Globale Macht, globale Welt, globale Philosophie" 
Discussion: [Moderator] NAGAI Shin; [Interpreter] ONO Jun'ichi (Part-time Lecturer at Toyo University, IRCP 
Visiting Reseacher) 
Closing Address 
International Lecture and Study Meeting 
1. Overseas Research: "Participating in the World Sanskrit Conference and a Joint Research Project on Multicultural 
Harmonious Co-existence with the Wat Phra Dhammakaya in Thailand", 3rd Unit (June 26-July 3, 2015): 
WATANABE Shogo, MIYAMOTO Hisayoshi (Visiting Professor at Toyo University, IRCP Visiting 
Researcher), HORIUCHI Toshio 
2. The 3rd Collaborative Research Conference between Dongguk University College of Buddhist Studies (South 
Korea) and the Toyo University International Research Center for Philosophy (Japan) "Changes in South 
Korean and Japanese Buddhism in the Late Modern Period" (at 125th Anniversary Hall of Building 8, Hakusan 
Campus, Toyo University, July 11, 2015) 
Opening Speech: TAKEMURA Makio (IRCP) 
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KANG Mun-sun (Yen. Hyewon /Dongguk University) 
SATO Atsushi (Senshu University, IRCP Visiting Reseacher): "The Korean Buddhist World's Assimilation of 
Information from Overseas-Focusing on the 1910s" 
KIM Kwang-sik (Dongguk University): "Dual Paths Relative to Marriage and Eating Meat in Korea's Modem 
Period Buddhism-A Case of Approval and Disapproval toward the Assimilation of Japanese Buddhist 
Practices" 
MIURA Setsuo (IRCP): "Inoue Enryo's Yokaigaku (Mystery Studies)" 
KIM Ho-seong (Dongguk University): "Kurata Hyakuzo's Understanding of Shinran- Focusing on The Beliefs 
of Honen and Shinran (Vol. 2)" 
TAKEMURA Makio: "Suzuki Daisetsu and Nishida Kitaro" 
KANG Mun-sun: "The Culture of Training as Shown in the Registries in Modem Period Korean Zen Temples." 
Question and Answer, Discussion: Chair: IWAI Shogo (IRCP); Translator: JUNG Sang-Kyo 
Closing Address: MURAKAMI Katsuzo (IRCP) 
3. Overseas Research: "Collaborative Research with Iran and a Multicultural Co-existence Field Study" 3rd Unit 
(September 11-17, 2015) 
Jointly held Symposium of the Academy of Sciences of Iran and the IRCP (at the Academy of Science of Iran in 
Tehran , September 13, 2015) 
MIYAMOTO Hisayoshi: "The Acceptance and Transformation of Buddhism in the Japanese Original Religion 
(Shintoism) and Culture." 
ONO Jun'ichi: "IZUTSU's Linguistic Theory: Issues and Possibilities" 
4. Journee d'etude franco-japonaise organisee avec Ia concours du Centre International de Ia Recherche 
Philosophique (Universite T6yo) "Descartes: Ia morale de Ia metaphysique: Pour saluer Katsuzo Murakami" 
(Universite Paris 1 Pantheon-Sorbonne, septemble 19, 2015) 
Matin: 
Ouverture: Denis KAMBOUCHNER 
TSUZUKI Yoshinori (IRCP Visiting Researcher): "La meditatio et la formation du jugement" 
Frederic LELONG (Academie Creteil): "Alterite et convenance, de la philosophie premiere a Ia morale" 
OHNISHI Yoshitomo (IRCP Visiting Researcher): "Eiigere: du choix cartesien" 
Pierre GUENANCIA (Dijon University): Erreur libre arbitre: le croisement dela morale et de Ia metaphysique" 
Discussion 
Apres-midi: 
Frederic De BUZON (Universite de Strasbourg): "La morale sans la physique?" 
MURAKAMI Katsuzo: "La metaphysique de Descartes et le fondement de la morale" 
Denis KAMBOUCHNER (Universite Paris 1): "De Ia moderation en metaphysique" 
Discussion generale 
Cloture de la joumee 
5. The 4th Collaborative Research Conference between Dongguk University College of Buddhist Studies (South 
Korea) and the Toyo University International Research Center for Philosophy (Japan) (at Dongguk University 
College, Seoul, November 19, 2015) 
TAKEMURA Makio: "A Few Trends in the Movement to Restore Precepts in Modem Japanese Buddhism" 
PAK In-seong (Dongguk University) "Fukaura Seibun 's Interpretation of the Five Universal Mental Factors" 
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MIURA Setsuo: "Inoue Enryo and Kiyozawa Manshi: Buddhists of Modern Japan" 
Rev. KANG Mun-sun (Ven. Hyeowon I Dongguk University) "The Japanese Movement to Revive Korean 
Buddhism from the 1920s to the 1940s and Its Modalities: With a Focus on Nakamura Kentaro's Chosen 
Seikatsu Gojanen" 
SATO Atsushi: "The Chosen Bukkyo Sosho Publication Plan: A Phantom Project of 1920s ChOsen" 
KO Yeong-seop (Dongguk University) "The Buddhist Awareness of Roheo Kim Tonghwa: On the Connections 
with Ui Hakuju" 
Publications 
1. Posuto fukushima no tetsugaku: Genpatsu no nai sekai no tame ni (Philosophy of Post-Fukushima: For Life 
without Nuclear Power. Akashi Shoten, August, 2015) 
2. Ekkyo suru tetsugaku: Taikei to hoho wo motomete (Beyond the Philosophy: Surveying the System and the 
Method. Shunpusha, November, 2015) 
3. Shakyo no kabe wo norikoeru: Tabunka kyosei shakai e no shisoteki kiban (Overcoming Religious barriers: A 
Basis of Thought for a Society of Multicultural Harmonious Co-existence, Nonburusha, January, 2016) 
4. Kindaika to dentO no aida: Meijiki ni okeru ningenkan to sekaikan (Between Modernization and Tradition: Views 
of Humanity and the World in the Meiji Period. Kyoiku Hyoronsha, January, 2016) 
5. Journal of International Philosophy, No.5 (February, 2016) 
6. Journal of International Philosophy, extra issue 7, Towards a Philosophy of Co-existence: A Dialog with Iran-
Islam 2 (February, 2016) 
Contents 
Foreword (NAGAI Shin) 
[Symposium]: Towards a Philosophy of Co-existence: A Dialog with Iran-Islam - "The Philosophy of Co-
existence by Izutsu Toshihiko" · 
Abdolrahim GAVAHI "Some Observations about Cultural Interactions in a Global Age" 
Mohammadkazem Mousavi BOJNOURDI "Encyclopedis Writing in Modem Iran: the Case of the Great Islamic 
Encyclopedia" 
Ehsan SHARIATI "An Introductory Comparative Study on the Role of Corbin and Izutsu in the Philosophy of 
Contemporary 'Iranian Islam': Analyzing Its Motives and Resources from Heidegger to Massignon" 
Nasrollah POURJAVADY "Izutsu's Interest in Iranian Mystical Philosophy" 
TAKESHITA Masataka "Toshihiko Izutsu's contribution to Islamic Studies" 
[Article] 
ONO Jun 'ichi "The Issue and Significance of the Linguistic Theory in Izutsu's Philosophy" 
7. Journal of International Philosophy, extra issue, 8, Metaphysique de Descartes et le fondement de la morale-
Pour saluer Katsuzo Murakami (February, 2016) 
liffiji} ~ (OHNISHI Yoshitomo) 
Avant-propos : ONISHI Yoshitomo 
TSUZAKI Yoshinori "La meditatio et la formation du jugement" 
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Frederic LELONG "Alterite et convenance, de la metaphysique a la morale" 
OHNISHI Yoshitomo "Eligere : du choix cartesien" 
Pierre GUENANCIA "Erreur et libre arbitre : le croisement de la morale et de la metaphysique" 
Frederic de BUZON "La morale sans la physique ? " 
MURAKAMI Katsuzo "La metaphysique de Descartes et le fondement de la morale" 
Denis KAMBOUCHNER "De la moderation en metaphysique" 
International Association for Inoue Enryo Research 
Summary 
[Scope] 
In the early Meiji era, when Japan began exploring the structure of modern government, a distinguished 
philosopher and educator named Inoue Enryo appeared. He dedicated his life to a broad range of educational projects 
and laid the foundation of philosophical study in Japan, establishing Tetsugakukan, a school for human resource 
development based on philosophical education, and making a great effort to provide intellectual enlightenment to the 
general public across the country. His various achievements are also recognized in a vast collection of writing that he 
left behind , including books about philosophy. 
Today, the footsteps of Inoue , who played a major role in public enlightenment and social reform from the 
perspective of philosophy in the early modernization of Japan and cast no small impact on the subsequent direction 
of Japanese society, ought to be deeply reflected on once again. 
Toyo University, the successor institution to Tetsugakukan , established International Association for Inoue Enryo 
Research this year in order to vigorously promote research on Enryo Inoue within a framework of international 
cooperation. In conjunction with this, the International Society of Enryo Inoue will be launched in order to engage in 
activities such as holding regular or occasional workshops and conferences. 
[Founded] 
September 15 , 2012 
[Organization] 
Chairman: TAKEMURA Makio (-September, 2014); MIURA Setsuo (September, 2014-) 
Vice Chairman: MIURA Setsuo (-September, 2014); IWAI Shogo (September, 2014-) 
Executive Director: Frederic Girard , Gereon Kopf, KURODA Akinobu , MURAKAMI Katsuzo, OKUMA 
Hirokazu, SAGARA Tsutomu , SATO Masayuki, SHIBATA Takayuki, Rainer Schulzer, TAKEMURA Makio , 
Wang Qing, William Bodiford, Won Yong Sang, Wu Zhen 
Research Activities 
1. 4th Annual Meeting of the International Association for Inoue Enryo Research (at the 125 Anniversary Hall, 7th 
floor, Building 8, Hakusan Campus , Toyo University, September 13 , 2015) 
Individual Presentations 
KODA Retsu (Sag ami Women's University) "The "Yokai" as Edge of the Cosmos" 
SUGAWARA Jun (Nihon University) "Ryosen Tsunashima and Toyo University" 
SHIRAI Masato (IRCP Research Associate) "Inoue Enryo's Philosophy of Peace and War" 
HORI Masamichi (Toyo University) "Enryo as a Tourist" 
SCHULZER Rainer (Eberhard Karls University Tiibingen , IRCP Visiting Researcher) "The Buddhist Concept of 
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Means in Inoue Enryo" 
Special Lecture 
Agustin JACINT ZAVALA (El Colegio de Michoacan, IRCP Visiting Researcher) "Inoue Enryo's Middle-School 
Shushin Course as Hermeneutics of the Imperial Rescript on Education" 
Issue 
1. International Inoue Enryo Research, Vol. 4 (February, 2016) 
Publication of research papers and other related academic activities 
Books 
TAKEMURA Makio, "The History of Japanese Buddhism- from the Viewpoint of Faith and Practice" (NHK 
Publishing, Inc., April, 2015, pp. 1-189) 
KIKUCHI Noritaka, L'attitude curieuse des japonais a l'egard du christianisme (en japonais) (Editions Kadokawa, 
mai, 2015) 
SAGARA Tsutomu, "On Problem of "Nature" by early Japanese philosophy" (in Japanese) ("Eco-Fantasy" edited by 
Toshiaki Yamada & Hideo Kawamoto, Shumpusha-Publishing, September, 2015, pp. 133-148) 
SHIMIZU Takashi, [co-author], "Article: Michel Serres" (Encyclopedia of Philosopher, Hakusuisya, December, 
2015) 
HORIUCHI Toshio, [co-author] ,"Laitkavattirasiitra (Ryogaabatsutarahokyo )" (Shinkokuyakudaizokyo, Daizo 
Shuppan, December, 2015) 
SHIRAI Masato, Japanese Ethics and Technology [co-writing], (Springer:New York, March, 2016) 
MIYAMOTO Hisayoshi, [co-author], 55 Topics of Indian Traveling (Akashi Shoten, March, 2016) 
Research papers 
IBUKI Atsushi, "Vinaya and the Chan School: Hinayana precepts and bodhisattva precepts, Buddhism in the city and 
Buddhism in the mountains, religion and the state" (Studies in Chinese Religions, 1, The Institute for World 
Religions at the Chinese Academy of Social Sciences and the Taylor & Francis Group (Routledge), June 5, 2015) 
OBERG Andrew, "That which ought not to ought to have been (done). What?: Would'ves, could'ves, and 
should 'ves" (Philosopher, June 09, 20 15) <http:/ /philosopher.io/That-Which-Ought-Not -to-Ought -to-Have-Been-
Done-What-Would-ves-could>. 
SHIMIZU Takashi, "William James and The Theory of Pure Experience" (in Japanese) (Revue de la pensee 
d'aujourd'hui, vol.43-ll, Seidosya, pp. 80-93, June, 2015) 
TAKEMURA Makio, "On the Understanding of Shin Buddhism by Kitaro Nishida and Daisetsu Suzuki", (in 
Japanese) (Annual Report of Nishida Philosophy association, No. 12, pp. 45-55, July, 2015) 
OBERG Andrew, "A realist self?" (Journal of Applied Ethics and Philosophy, 7, pp. 24-33, September, 2015) 
TAKEMURA Makio, "On the Skillful Means in Esoteric Buddhism" (in Japanese) (Bulletin of Chuo Academic 
Research Institute, No. 44, pp. 165-178, November, 2015) 
SHIBATA Takayuki, "Hegels Geschichte der Philosophic in Japan" (Hegel in Japan: Studien zur Philosophie Hegels, 
Lit Verlag, Zurich, S. 199-208, Dezember, 2015) 
NAGAI Shin, "What is Oriental Philosophy? The concept of "Orient" by Kitaro Nishida and Toshihiko Izutsu" (in 
Japanese)(Japanese Busshism seen from the Viewpoint of Comparative Philosophy (Hikaku-syuukyou kara mita 
nihon-bikkyou), The Sankibo Press, pp. 299-322, December, 2015) 
NAGASHIMA Takashi, "Hegels Zeit-Raum-Lehre in seiner Natuephilosophie der "Enzyklopadie" (1830)" (Hegel in 
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Japan: Studien zur Philosophie Hegels , Lit Verlag, Zurich , S. 121-138, Dezember, 2015) 
OHNO Takeshi , "Devenir Iibre et Rendre les autres Iibres : un essai sur Ia portee de Ia theorie de Ia Iiberte chez 
Spinoza's Ethique"(in Japanese) (Hakusan-Tetsugaku , No. 50, February, 2016) 
HORIUCHI Toshio, "Annotated Japanese Translation of the Interpretation of "Birth", "Old Age and Death" in the 
Pratftyasamutpiidavyakhya" (Journal of International Philosophy , No.5 , Feb., 2016) 
MISAWA Yuji , "The Constituent Principles of the World and Psychosomatic Theory in Indian Thought: With a Focus 
on Chapters 326 and 327 of the "Narayal)Iya-Parvan" (Journal of International Philosophy, No.5, Feb. , 2016) 
MISAWA Yuji , "Japanese Translation and Notes of Lak~mitantra Chapter 3" (Journal of International Philosophy, 
No.5 , Feb., 2016) 
SHIRAI Masato, "The Re-discovery of Chinese Thought as "Philosophy" in the Japanese Meiji Period" (Journal of 
International Philosophy, No. 5, February, 2016) 
YAMAGUCHI Shinobu, "On the Living Goddess in Kathmandu Valley: Royal Kumari as a Symbol of Pluralism" 
(Eastern Philosophy and Culture , Vol. 3, February, 2016) 
KIKUCHI Noritaka, "La genese du Livre d'essence taolste, Chapitre sur Ies esprits sumaturels et Ia diffusion d'un 
methode d' exorcisme" , (en japonais) (Etudes Orientalistes , vol.53 , mars , 20 16) 
KIKUCHI Noritaka, "L'aide sociale pour les orphelins a l'epoque Meiji faite par les religieuses de l'Eglise 
catholique", (en japonais) (Etudes sur le dessin de Ia vie humaine , vol.l1, mars, 20 16) 
SHIRAI Masato , "Inoue Enryo's Philosophy of Peace and War"(International Journal of Inoue Enryo Research , No. 
4, March , 2016) 
SODA Takehito, "Walter Matthias Diggelmanns »Die Hinterlassenschaft« und die "Vergangenheitsbewaltigung" der 
Schweiz in den 60er Jahren des 20. Jahrhunderts" (in Japanese) (Journal for Institut der Humanwissenschaft , Bd. 
18 , Toyo Universitat , Miirz, 2016) 
NAGASHIMA Takashi , "Community Medicine and Medical Ethics in the Global Era-In the Era after the Great East 
Japan Earthquake" (Journal of Philosophy and Ethics in Health Care and Medicine, No.9, March, 2016) 
FUJII Akira, "The relationship between early tantric buddhists and other religions in India: particularly focusing on 
descriptions of Mahesvara" (Bulletin of the Graduate School, Toyo University, 52, March , 2016) 
MIYAMOTO Hisayoshi, "Hindu Sacred Places as Theme Parks" (No . 54 , Young Buddhist Association of The 
University of Tokyo, March , 2016) 
YAMAGUCHI Shinobu, "Rite of Passage in Balinese Hinduism: A Study of Telubulanin" (Journal of Indian and 
Buddhist Studies, Vol. 64, No.2, March, 2016) 
Translations 
SHIMIZU Takakashi, [joint translation] Pierre Levy, L'Intelligence collective , (Suiseisya, April, 2015) 
SHIMIZU Takashi, [joint translation] Gottfried Wilhelm Leibniz, The Collected Works of Leibniz , (Kousakusya, 
May, 2015) 
YAMAGUCHI Masahiro; Robert Jungk, Der Atom-Staat (Nihon-Keizai-Hyoronsha, July 15 , 2015) 
!I!Ha,1~¥ [ft'ID(J r -Elr~UJT)C!!f: 9:.1 __t · T~ Olf731fJi5, pp. 1-186, pp. 424-432, 2015$12)1 ) 
HORIUCHI Toshio [joint translation], Markus Gabriel "Globale Philosophie?" (Journal of International Philosophy , 
No.5 , Feb. , 2016) 
TORANO Ryo, "Leibniz and Spinoza: Two notes on Spinoza" (Spinozana, vol.l5, Feb., 2016) 
SHIRAI Masato, "Inoue Enryo: Towards a Hermeneutics of The Imperial Rescript on Education" (in Japanese) 
(International Journal of Inoue Enryo Research, Issue 4, Feb ., 2016) 
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SODA Takehito, Werner Jaeger, Paideia: Die Formung des griechischen Menschen, Bd.l(in Japanese) (Chisen-
Shokan, Marz, 2016) 
Literary Reviews and Others 
SODA Takehito, "Rezension: KATO Norihiro, Wenn die Menschheit nicht ewig existiert (in Japanese) (Shisoshi-
Kenkyu, Bd. 21, S. 194-201, Mai, 2015) 
SHIRAI Masato, "Book Review Nishida Philosophy and Historical World: toward Question of Religion" (in 
Japanese) (Annual Report of Society of Nishida Philosophy, vol. 12, July, 2015) 
YAMAGUCHI Shinobu, "Nepalese People and their Buddhism: Before and After a Big Earthquake in Kathmandu" 
(Zaike-Bukkyo, Vol.64/758, pp. 9-11, July, 2015) 
~#~li!Ff IPJJ<-=f~j}J¥Jt{FA -r:p oo LlJJ.kEBIZ9t'!f J ( P?f~~xJ:t!-:7.JT1t1EtoJJ?G~J¥J~ocj pp.Is5-I96, 
20151j=:9 Jj) 
YAMAGUCHI Masahiro, "Interview: M. YAMAGUTixJ. TAKAHASI, The Startingpoint toward the Post-nuclear 
age"(The Book Review Press, no. 3225, October 10, 2015) 
SHIMIZU Takashi, "How We Can Find Self and the Nature" (in Japanese) (Tosyosinbun, December, 2015) 
YAMAGUCHI Shinobu, "Gurumai)Qalapuja," Buddhist Tantrism in Nepal (Neparu Mikkyo), (Shunju-sha, pp.l34-
137, December, 2015) 
YAMAGUCHI Shinobu, "Gathaq1-muga," Buddhist Tantrism in Nepal (Neparu Mikkyo), (Shunju-sha, pp.l38-141, 
December, 2015) 
WATANABE Shogo, "World Sanskrit Conference and Joint Research with the Wat Phra Dhammakaya in Thailand" 
(Mahapi_taka, Newsletter New Series No. 21, Society for Promotion of Buddhism, pp. 4-5, January, 2016) 
Research Activities 
Presentations at Conferences and Symposiums 
WATANABE Shogo, "Some Questions Concerning the Title of the Prajfiaparamita-hrdaya[-sutra]" (The 16th World 
Sanskrit Conference, Silpakorn University, Thailand, June 30, 2015) 
HORIUCHI Toshio, "Toward a critical edition of the Larikavatarasatra: The significance of the palm-leaf 
manuscript" (The 16th World Sansl?'it Conference, Silpakom University, Thailand, July 1, 2015) 
NAGAI Shin, "Philosophy of symbol-cabbala as logic of life" (Schelling-Gesellschaft Japan Symposium, 
Kanagawa University, July 5, 2015) 
TAKEMURA Makio, "On the Skillful Means in Esoteric Buddhism" (The XXI IAHR World Congress, Erfurt, 
August 24, 2015) 
SHIRAI Masato, "Technology, artificiality, and human beings in the later Nishida Philosophy" (Technology and 
Ethics: Sweden meets Japan, Uppsala, Sweden, Sep. 3, 2015) 
OHNO Takeshi, "Celui qui est chez Malebranche" (The 74th Annual Academic Conference of the Japanese 
Association for Religious Studies, Soka University, September 5, 2015) 
MISAWA Yuji, "Vyuha Theory in Mok~adharma-Parvan Chapter 326" (The 74th Annual Conference of Japanese 
Association for Religious Studies, Soka University, Sep. 6, 2015) 
TORANO Ryo, "Multitudo et Affectus communis chez Spinoza" (Societe franco-japonaise de la philosophie, Sep. 
12,2015, Rikkyo University) 
TAKEMURA Makio, "On the Japanese Spirituality" (Tradition and Modernity- Culture, History and Thoughts in 
Japan, Strasuburg, September 17, 20 15) 
HORIUCHI Toshio, "Some remarks on the structures of the Lmikavatarasatra, Focusing on the difference between 
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the Sung translation and the Sanskrit version" (The 66th Annual Academic Conference of the Japanese Association 
of Indian and Buddhist Studies, Koyasan University, September 19, 2015) 
YAMAGICHI Shinobu, "On Rites of Passage in Balinese Hinduism: Focusing on a Rite for a three-month-old baby" 
(The 66th Annual Academic Conference of the Japanese Association of Indian and Buddhist Studies, Koyasan 
University, September 19, 2015) 
SODA Takehito, "Eine neuhumanistische Rezeption von Luther - am Beispiel von Friedrich Immanuel 
Niethammer"(in Japanese) (Jahresversammlung der Japanischen Luthergesellschaft, Luther-Zentrum von Ichigaya, 
Oktober 3, 2015) 
TAKEUCHI Dai, "Eugen Fink on Light metaphysics and Pedagogy" (Round Table "Educational Philosophizing on 
Licht; from Plato and Comenius to Fink and Patocka" Presenter: Sohma Shinichi, TAKEUCHI Dai. Discussant: 
Itani Nobuhiko. Organizer: Tabata Taketa . Philosophy of Education Society of Japan, Nara Women's University, 
October 11, 2015) 
FUID Akira , "The killing and subduing in esoteric buddhism" (meeting for presentation of research papers, Institute 
of Oriental Studies, Toyo University, December 19, 2015) 
TAKEMURA Makio, "On the Recent Studies of Inoue Enryo in TOYO University" (The Symposium "The Recent 
Studies of University Founder" , Jissen Women 's University, November 21, 2015) 
SHIMIZU Takashi, "What is the Purpose of pure experience theory?" (International Symposium: Modernization of 
Japanese and the Subject of Philosophy, Ca'Foscari University, November, 2015) 
:t&if~~r ~~~ JtAJ (~:l:$frg-~~~Wfl]fj'Eg:t,C., .:f. w, ii~L·Jit~, Jlti$:k~, 2015~12~ 5 B) 
Other Study Meetings 
SAGARA Tsutomu, "On Problem of Acceptance of Aesthetics and View of Nature in Meiji; Era" (The Reserch-
Meeting of the first Unit of Transdisciplinary Initiative for Eco-Philosophy, To yo University, July 29, 2015) 
YAMAGUCHI Masahiro, "Hegel reading-circle"(Young Men Buddhist Association of the University of Tokyo, 
Every Tuesday) 
Research Activity 
:t&if~~r I$00¥I];~ri?f-j"En!J · 'ffi"1+1mJ (2015~9~78~128) 
HASHIMOTO Taigen , "Fieldwork on the Conception of Life and Death in the Krishna Sects at the Sacred Site" 
(Vrindavana, India, October 30- November 6, 2015) 
Lectures 
TAKEMURA Makio, "The Basis of Learning lies in Philosophy- On the Thoughts of Inoue Enryo" (Wuhan 
University, May 29 , 2015) 
TAKEMURA Makio , "A History of Interchanges between Zen-Buddhist and Philosopher - Daisetsu Suzuki and 
Kitaro Nishida" (Wuhan University, May 30, 2015) 
HORIUCHI Toshio, "The Notion of Mahayana or Yanas in the Lwikavatarasatra" (EKO-Haus der Japanischen 
Kultur, Dusseldolf, August 13, 20 15) 
:t&if~~r l]gff*JtA±:k=*:~"i·IH~"-.J;LE!Ji5~h ~4JJ~~, mlmz7'JJ:!:t'L'J (1¥D~(:k~1J.U;ft~I2C $00, 
2015~9~98 ) 
TAKEMURA Makio, "The Educational Principles of Inoue Enryo" (An International Symposium "the 
Modernization of Japan and Philosophical Implications" , Ca.' Foscari University of Venice, November 26, 20 15) 
KIKUCHI Noritaka, "Partons en voyage de priere, de l'Eurasie aux anciennes villes du Japon" (Acadernie J-Senior 
"Redecouvrir l'histoire universelle" , Centre culturel NHK, en 7 jours, janvier-mars, 2016) 
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